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幼なじみの御曹司とお試し同棲はじめます！
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　七月半ば。梅雨も明け、夏本番にむかい始める。

　大通り沿いにある中谷書店は、昔ながらの家族経営店で、こじんまりとしているものの人気があり、今の店長で二代目だ。

　ひとり娘である中谷なかたに杏子きょうこは、親の跡を継ぐために、高校を卒業すると同時に書店で働き始めた。小さいころから書店の手伝いをし、本に囲まれた生活をしていたため、杏子としてはごく当たり前のことだった。

　だが、三十路目前となった今、大きな問題に直面している。

　それは、結婚の「け」の字も見えてこないことだ。両親は口を揃えて「付き合っている相手はいないのか？」と、ことあるごとに聞いてくる。当の本人、杏子は特に欲しいとも思ってはいない様子。

　杏子は、身長は高くも低くもなく、髪の色は薄めの茶色で長さは肩にかかるくらいのストレート、瞳の色も髪と同じ感じで薄茶色といった、ごく普通の女性。見た目はキレイ系で、どちらかというと昔からモテるタイプだ。ひとりっ子だが、親に甘やかされて育てられたわけでもなく、しっかりとした性格をしている。

　今までに数人の男性と付き合ってきたが、年を重ねるごとに恋愛から遠ざかってしまっているのは確かだった。どちらかというと男勝りな、サバサバとした態度が原因かもしれない。

（私だって、好きで相手がいないわけじゃないのに……）

　両親はそんな杏子を見て、将来を心配しているのだ。




　そんなある日の夕方。

　杏子がいつも通り売り場の本の整理をしていると、レジ当番をしている母が誰かと会話をしているらしい声が聞こえてきた。

　会話の内容までは聞き取れないものの、母の口調は客に対するそれではなく、砕けた調子だった。

（お母さんの友達でも来たのかな？）

　そんなことを考えながら、杏子は本の配置換えのため大量の本を抱えて立ち上がった。しかし、目線より高く積み上げた本のせいで足元が見えていなかった。

「きゃっ！」

　つま先が段差に引っかかり、体のバランスが崩れる。抱えていた本の山が、グラリと揺れた。

（転ぶ……！）

　反射的に両の目を閉じ、体を襲うだろう痛みに身構えた。が、次の瞬間。

「おっと！　大丈夫？」

　頭上から、男性の声が聞こえた。

　身体に痛みは感じない。その代わりに、肩のあたりに暖かな感触があった。

「大丈夫？　怪我、してない？」

（えっ、誰……？）

　その声の主に、バランスを崩した杏子は体を支えられた。

「は、はい……。すみません！」

　支えられたことに驚きを隠せないが、両手で本を抱えているため、振り返ることもできずにいる。

　力強いその手に体勢を整えられると、杏子は思わず顔を赤くする。それと同時に、男性の顔を見た瞬間、たまらず声をあげる。

「俊くん!?」

　驚いた杏子にフッと微笑みながら、俊一は手を離した。

「久しぶりだな、杏子。ここで働いてたんだ？」

　なんと、助けてくれたのは昔からの幼なじみである雨宮あまみや俊一しゅんいちだった。

「う、うん。親がやってる店だし、いずれ継ぐのもありかなぁって思ってるの」

「そうなんだ……」

　見下ろすようにして杏子を見つめる俊一は、随分と背が高い。一八〇センチはあるだろうか。手足はスラリと長く、モデルのようだ。陽に透けるようにして輝く焦げ茶色の髪は短く切りそろえられており、やや童顔ともいえる彼の顔をより爽やかに見せている。

　意志の強そうな輝きを放つ、髪と同じ色をした瞳。男らしい精悍な顔立ちだのに、どこか少年のようなあどけなさも感じるのは、真っ直ぐに杏子を見つめるこの瞳がためだろう。

　これで杏子と同じ三十路手前なのだから、驚きだ。

　俊一と会うのは、かなり久しぶりだった。社会人になってからは、初めてかもしれない。

　俊一は兄とふたり兄弟で、その兄は俊一の二歳年上。彼らの父親が経営している会社のグループ会社の次期社長とも言われている人だ。

（俊くんは、どこで働いてるんだろう？　聞いてもいいのかな？）

「俊くんは、この近くのお父様の音楽事務所で働いてるの？」

「あぁ。杏子も知ってると思うけど、兄貴がうちのグループ会社でもうすぐ社長に就任するから、俺は親父の会社で勉強させてもらってるよ」

「そっかー。じゃあ、俊くんも次期社長か……。すごいね！」

「別にすごくはないよ。ほぼ決まっていたようなものだしな……」

　そう言いながら小さなため息を吐く。

（あれ？　もしかして、あまり乗り気ではない感じなのかな？）

「あっ、悪い。大量の本を持たせたまま、話し込んでしまったな。半分持つよ」

「えっ、あぁ！　うぅん！　大丈夫、これくらいいつも持ってるから」

「そっか。杏子って意外と力持ちなんだな」

「意外とってどういう意味ー？」

　冗談交じりに俊一を睨み、笑いを誘った。

「そ、そういえば、ここに『ミュージック・ライフ』っていう雑誌は置いてるか？」

　突然俊一から発せられた雑誌名をうまく聞き取れず聞き返す。

「ごめん。ミュージック……なんだっけ？」

「『ミュージック・ライフ』だよ。ある？」

「あぁ、それね！　ある、ある！」

　抱えていた本をいったん近くの棚に置くと、そそくさと音楽誌コーナーへ行き、雑誌を持って俊一のとこへ戻った。

　ミュージック・ライフは、今流行の音楽シーンを彩るアーティストたちの活動が載っている月刊誌だ。

（この手の雑誌なら、事務所で定期購読とかしてそうなのに……。音楽事務所だし）

「はい、これだよね？」

「あぁ、ありがとう」

「他に何か必要な本とかある？」

「いや、今日はこれだけで大丈夫」

「じゃあ、お会計するね。……あっ、さっきレジにいるお母さんと話してたのって、もしかして俊くんだった？」

　杏子は思い出したように尋ねる。

「うん、そうだよ。おばさん、相変わらず可愛いよね」

「可愛い？」

「おちゃめっていうか……さ。話してて楽しい人だなって」

（まぁ、たしかに……人の懐に入りやすいタイプではあるかもね）

　母は基本レジ当番をしているため、お客様と話すことが多い。常連客の中にも、母と話すことを目的に来店する人がいるようだ。

「あら、俊くん、まだいたの!?」

　そこに、話題に上っていることを知らない杏子の母が顔を出した。

（まだいたのって……。お母さん、入り口のレジのとこにいたんだから分かるでしょ）

「杏子と話し込んじゃいまして。お母さん、相変わらず可愛い人だよねって」

「あら、やだ！　もう、俊くんったらー」

　やんわりと拒否するものの、「可愛い」と褒められて、まんざらでもない様子の母。顔が思いっきり嬉しそうだ。これも俊一の人を喜ばす話術のせいなのか、否か。

（俊くんって、人を喜ばすのが上手いよね。いい意味で）

　杏子は母と俊一を交互に見遣る。

「ん？　杏子、俺の顔に何かついてる？　さっきから、じっと見つめられてる気がするんだけど」

「なんにもついてないよ！」

（っていうか、見つめてないし！　もう、お母さんの前で変なこと言わないでよー）

「じゃあ、おばさん。これお会計頼んでいいですか？」

「はいはーい！」

　母は雑誌を持って嬉しそうにレジへと向かった。それに続いて、俊一もレジへと向かう。杏子は、大量の本を持って配置換え後の場所へと移動した。

　すると、会計を済ませた俊一が、再び杏子のところへやって来た。

「杏子、また来るよ」

「うん！　いつでも来てねー」

　簡単に言葉を交わすと、俊一は手をひらひらさせて店から出ていった。

（そっかー。俊くんも次期社長になるのか……。幼なじみが社長とか凄いなぁ）

　まるで他人事のように、物思いにふける。いや、自分のことではないため、他人事だが。




　再会した日をきっかけに、俊一は度々、書店を訪れるようになった。仕事の帰りに寄ったり、出先から事務所へ戻る前に寄ったりと、時間を見つけては書店に出入りしている。

　もちろん、話をしに来ているわけではない。それも含めてだが、きちんと本も買っていくという律義さ。

「最近よく来るけど、そんなに買うものがあるの？　定期的に必要なものがあるなら、事務所に届けることもできるけど？」

「いや、プライベートで買ってるものもあるから、自分で買いに来るよ」

　そう言われてしまっては、何も言えなくなる。

「まぁ、もし仕事で急に必要になったりしたら、いつでも言ってね。事務所まで近いし、届けるから」

「ありがとう。その時は頼むよ。じゃあな」

　そう言い残すと、足取りも軽く去って行った。杏子は杏子で、何気に、俊一と話せることが最近の楽しみでもあった。

（なんか、俊くんと話してると昔に戻ったみたいで楽しくなっちゃうんだよね。って、俊くんは遊びでここへ来てるわけじゃないんだから、そんなこと思っちゃだめか）




　そんなある日。

　書店に、俊一が働いている音楽事務所から電話が入った。電話先の声は俊一本人のもので、偶然電話に出た杏子は耳を疑った。

「杏子だよな？　俺だけど、分かる？」

「どこの俺様でしょうか？　新手のオレオレ詐欺ですか？」

「お前なぁ……」

「あははっ、冗談だよ。分かる、分かる」

「当たり前だ。ったく」

　お互いに笑い合い、いつものように場が和む。ふたりとも、けして、この空気感が嫌いではなかった。

「今日発売の『スマイルアップ』って雑誌と、『音楽の輪』っていう本ある？」

「うん。確かあったはず！　ちょっと待ってね！」

　今日発売のものは、すでに店頭に並べ終わっているため、コーナーへ行き確認する。

「あったよ！　すぐいるの？　届けようか？」

「頼んでいいか？　事務所の場所は知ってるよな？」

「うん、知ってるよ。事務所のどこへ持って行けばいいの？」

　メモをとりながら、俊一の説明をしっかり聞く。広い事務所だから、迷子になりかねないのだ。

「そうだなぁ……。エントランスの受付でいいよ。そのほうが分かりやすいだろ？　俺がそこで待ってるから」

「えっ!?　社長の息子直々に待っててもらうわけには……」

「今の言い方、わざとらしいな。今まで俺のことそんな風に一度も言ったことないだろ」

「あははっ。バレた？　とにかく持ってくね」

「あぁ、待ってる」

　杏子は言われた雑誌や本を袋に入れ、財布を持って俊一のいる雨宮音楽事務所へと向かう。事務所までは徒歩で行けるくらいの近い距離なので運動にもなると思い、歩いて行くことにした。

　数分で事務所のビルに到着し、一階のエントランスに入ると、俊一もそこで杏子を待ってくれていた。

「悪かったな、ありがとう」

「どうしたしまして。お買い上げありがとうございます」

「なんで今日は敬語なんだ？」

　ふと、俊一が杏子の耳元で囁く。突然のことに驚いた杏子は、俊一の胸元をトンと押しのけた。

「だって、仕事場でしょ」

　そう、杏子が小声で呟くと、

「そんなこと気にしなくていいのに」

　俊一はつまらなさそうに言い放った。

（俊くんは気にしなくてもいいかもしれないけど、私はそうはいかないってば！　それに……なんだか周りの視線も痛いし）

　受付にいる女性や、エントランスを行き交う人たちが、杏子のことを物珍しそうに見ている。その視線に、とても居心地が悪かった。

（やっぱり、俊くんに買いに来てもらったほうが良かったかも。でも、欲しいものがあればいつでも届けるって言っちゃったしなぁ）

　自分でそう言ってしまった手前、今更、店に買いに来てほしいとは言えない。

「じゃあ、また何かありましたらお電話ください。では」

「あっ、待って！　忘れ物」

（……忘れ物？）

　そう言われて振り返ると、そっと手の平に何かメモらしきものを握らされた。周りには気づかれないように。

「じゃあ、またお願いします。中谷書店さん」

「……はい。では、失礼します」




　杏子は慌ててビルの外へと出る。手の平に握らされたものが、なんのメモなのか確認しないまま書店へと向かう。

　書店に戻ると、俊一から手渡されたメモに書かれた内容を確認する。

（えっ……。これって、俊くんの連絡先……だよね？　だめだめ、今は仕事中だから、また後で見よう）




　その日の夜。

　杏子は家に帰ると、俊一から貰ったメモに再度目を通す。そこには、電話番号とメッセージアプリのＩＤが書かれてた。

（これって、本当に連絡しちゃってもいいのかな？　せっかく貰ったんだし、電話かメッセージ送らないと無視してるって思われちゃうよね？）

　色んな思いが混ざったままの気持ちで、俊一に電話をかけてみることにした。

「こんばんは、杏子です。今日はありがとう」

「お疲れ様。本当に連絡くれるとは思わなかったよ。嬉しい」

「えっ！　もしかして連絡しちゃだめだった？」

「だめじゃないよ。さっきも言っただろ、嬉しいって」

「あっ、そっか。私も嬉しい……かも」

「かも、なんだ？　まぁ、それはいいとして、もしよかったら今度ふたりで会わないか？」

（えっ!?　ど、どうしよう……）

　俊一からの思いもよらぬ提案に、しばしの間、考え込んでしまう。

「杏子？　別に嫌なら嫌で、そう言ってくれて構わないから」

「違うの！　嫌とかじゃなくて……」

「じゃあ、会おうよ。いつなら都合いい？　夜って言いたいとこだけど、まずは昼休みにしよう」

「うん！　私は何時でも大丈夫だから、俊くんに合わせるよ」

「じゃあ、明日はどう？　明日の午後一時に、あの通り道にあるミランっていうカフェでランチでもしないか？」

「いいね！　分かった。じゃあ、明日楽しみにしてるね」

　ふたりは明日の約束を交わし、高校生のような、周りから見れば三十路手前の男女とは思えないようなやり取りを終えた。




　翌日の午後一時ごろ。

　杏子は、昨日俊一に指定されたミランというカフェに入り、俊一を待っていた。

（ふたりっきりで会うなんて、なんかドキドキなんだけど……。俊くんが書店に来る時はお母さんがいるし、私が本を届けた時は俊くんの会社だったし）

　すると、二十分ほど遅れて俊一がやって来た。いつも通りのスーツ姿だけれど、やはり目立つ。杏子のいる席にたどり着くまでの間、他の女性客は目を奪われていた。

「ねぇねぇ。今、横を通った人、超イケメンじゃないかった！？」

「私も思ったー！　彼女とデートかなぁ!?」

　周りの女性客の目は俊一に釘付けだ。その様子に、もちろん杏子も気づいていた。

（俊くん、身長が結構高いからなぁ。そりゃ、目がいくよね）

「杏子、遅れてごめん」

「お疲れ様。そんなこと気にしないで！　仕事してるんだし、仕方ないよ」

「もう注文した？」

「うぅん、まだだよ。俊くんが来てからにしようと思ってたの」

　杏子の向かい側の席に着いた俊一は、片手でネクタイを少し緩め、リラックスモードになる。俊一も、彼女の前では「幼なじみ」に戻るのだ。

「何にしようかなぁ。杏子は決めた？」

「私は軽いものがいいから、普通のカルボナーラにしようかな」

「じゃあ、俺は……ランチセットＣにするよ」

　ふたりがそれぞれメニューを決めると、杏子が注文をした。待っている間の話題は主に昔話だった。学生時代の共通の思い出話に花を咲かせた。

　お互いに話し出すと止まらなくなり、料理が届いても、食べながら話が尽きることはなかった。

　そして、午後二時を過ぎ、ようやく話が途切れたところで、仕事の昼休み中だということを思い出す。

「俊くんと話してると、ほんと時間を忘れちゃうよ」

「俺も。なぁ、もし杏子さえよければだけど……夜にでも飲みに行かないか？」

「今日はちょっと……」

「いや、日はいつでもいいから」

「明後日はどうかな？　金曜だけど」

「うん、いいよ。多分、私のほうが仕事終わるの早いよね？　どこで待ってたらいい？」

「俺が仕事終わったら車で迎えに行くから、杏子の家にいて。ひとり暮らしだろ？　おばさんがこの間言ってた」

　「この間」というのはきっと、杏子と俊一が久しぶりに再会した日のことだろう。

　杏子は母親と俊一が話してる姿を見たのは、その日くらいだったから。

「もう、お母さんってばなんでも話しちゃうんだからー」

「いいじゃないか、別に。減るもんでもないんだし」

「そうだけど……。じゃあ、明後日の夕方以降に家で待ってるね。って、場所知らないよね？」

「大丈夫、おばさんから聞いてる。あっ、ここは俺の奢りな。じゃあまた！」

　そう言い残すと、俊一は会計に向かい、支払いを済ませて颯爽とカフェを出ていった。

（お礼を言う時間すらくれなかった……。もしかして、本当は今日、忙しかったんじゃ？）

　杏子は一呼吸おいて、カフェを出た。




　その日の夜。

　杏子は仕事後、実家に寄って両親と夕飯を食べていくことにした。すると、母は何か気になったのか俊一のことを話しだす。

「杏子、今日の昼休みに珍しく外へ食べに行ってたじゃない？　俊くんとでも会ってたの？」

「えっ？　ゴホッ、ゴホッ……」

　あまりに急な話の振り具合に、杏子はむせる。その様子を見た父が、嬉しそうに話をかぶせてきた。

「なんだ、杏子。俊一くんと再会してたのか？」

「そうなのよねー、杏子。この間、俊くんが書店に偶然来たのよ。あれ？　お父さんに話してなかったの？」

「わざわざそんな話、お父さんにはしていないよ。別に話すほどのことでもないじゃん」

「そうか、そうかー。あの俊一くんと再会したのか。たしか、親父さんの音楽事務所で働いてるんだよな？」

「うん、そうだよ」

（そこは知ってるんだ？　……あぁ、そっか。俊くんのお父さんとは仲いいもんね、お父さん）

　杏子の父親と俊一の父親は学生時代からの腐れ縁で、今でも仲がいい。それは杏子も母も知っていた。

　父親同士が仲がいいのは構わないが、なんとなく嫌な予感が彼女の胸をよぎる。後々、その予感が的中するなんて、彼女自身、思ってもいなかった。




　翌々日の夕方。午後六時。

　杏子はマンションで俊一が迎えに来るのを待っていた。服装こそ普段どおりのカジュアルなものだが、メイクには気合いが入ってしまった。

（ただ一緒に飲みに行くだけなのに、なんでこんな……）

　そうは思っても、どうにもこうにも心は落ち着かないわけで。そわそわしていると、俊一から、マンションの前に着いたとメッセージが届いた。




　マンションから出ると、俊一の車が近くに止まっていた。

「お待たせ。行こうか」

「うん」

　俊一の車の助手席に乗り込むと、きっちりシートベルトを締め、前を見据え微動だにしない。運転席に乗り込んだ俊一は、それを見てクスッと笑った。

「えっ、なに、もしかして緊張してんの？」

「ま、まさか！　そんなわけないじゃん。俊くんと飲みに行くだけだよ!?」

「うん。そのわりには硬くない？」

　そう言って頬をツンツンとつつく。杏子は横目で俊一を見ると、ムスッとした表情で黙り込んだ。

「まったく……俺の幼なじみはこんな可愛げない奴だったっけ？」

「…………」

（可愛げない奴で悪かったわね！）

　無言の杏子を乗せ、俊一は車を走らせた。車が進むにつれて、杏子も妙な緊張がとけてきたのか、窓の外を見たり、俊一の運転姿を見たりと、もそもそと動き始める。

「もうすぐ着くから。あっ、今更だけど、居酒屋でよかった？」

「うん、いいよ。私もそのつもりだったし。最初から、飲みに行くって話だったしね」

　居酒屋に着くころには、杏子もすっかりいつもの雰囲気に戻っていた。




　俊一が連れてきてくれた居酒屋は、少しおしゃれな感じで、居酒屋にしては珍しい完全個室型のお店だった。それぞれの部屋がきっちりと分かれており、自分たちだけの空間で過ごすことができるようだ。店員に部屋を案内されると、ふたりは向かい合って席に着いた。

「こんなおしゃれなお店、よく知ってたね」

「会社の奴らとたまに来るんだ」

「そうなんだ」

（きっとその中には女性もいたりするんだろうなぁ。だって、俊くん……モテそうだし）

　そんな風に考えてしまった途端、急に口数が少なくなった。俊一も、コロコロ態度が変わる杏子のことを不思議に思っていた。

「車で来てるから、俺はウーロン茶にするよ。ちゃんとマンションまで送るから、杏子は飲みたいのを飲んでいいからな」

「うーん、でもなぁ……」

「どうした？」

　杏子はお酒に弱い。もちろん、杏子自身は分かっているが、俊一は知らない。お酒を飲むことに対して迷っている彼女に、俊一は「別に無理に飲まなくてもいいよ」と言うが、連れてきてもらった杏子としては、まったく飲まないという選択肢は持ち合わせていなかった。

（ビールなら、少しくらい飲んでも大丈夫……だよね？）

「どうする？　杏子は何か飲む？」

「じゃあ、ビールで」

「おっ、いいねー。そうこなくっちゃ。じゃあ、料理は適当に注文するけどいい？」

「うん、ありがとう」

　席に置かれているベルのようなもので店員を呼び、俊一がウーロン茶とビール、そしてつまみになりそうな料理を数点注文した。





＊






　約十分後、料理と共に頼んだ飲み物が届いた。

「じゃあ、杏子との久々の再会に乾杯！」

「かんぱーい！」

　ひと口目でごくごくと飲む杏子。

「杏子って飲みっぷりいいな。誘った甲斐もあるよ」

「そ、そうかな？」

（実はアルコールに弱いなんて……今更言えない。もうこうなったら気にせず飲んじゃおう）

　小さいころの話や、高校時代の話で盛り上がっていると、杏子の様子がだんだんおかしくなってきたことに気づく。

「杏子、お前さ――」

「なにぃ～？　もう、はっきり言いなさいよぉ～」

　明らかに口調もおかしくなっている。その上、目が少し据わり始めた。

「本当はあまり飲めないんじゃないのか？　それを無理して飲んだんじゃ？」

「そんなことないよぉ～。あははっ！　俊くん、か～わ～い～い～」

　何が可愛いのかさえ分からない状態。そして目がとろんとしている。

「はぁ？　何言ってんだよ。ったく、もう酔ったのか？」

　見かねた俊一が水を渡そうとすると、杏子が前に乗り出し、俊一のネクタイを自分のほうへグイっと引き寄せる。俊一は、一瞬何が起きたか分からなかったが、ネクタイを掴まれているため、身動きが取れない。

　すると、その瞬間――。

「……んっ！　何してっ」

　杏子から思わぬキスが降ってきた。俊一は反射的に離れようとするが、ネクタイを思いっきり引っ張られているため、思うように動けない。

　やっと、唇もネクタイも解放されたかと思うと、杏子はその場に座り込む。さっきまでよりも、目も据わっている。

「おい……杏子、お前そんなにアルコールに弱かったのか？」

「ん～？　なに～？」

　今にも寝てしまいそうな表情で会話を続けるが、俊一は俊一で自分の中の何かと闘っていた。

「はぁ……。お前って奴は――」

　向かい側に座っていたが、杏子の隣に移動する。

「んっ……えっ……ちょっ……んんっ」

　俊一は杏子の体を引き寄せ、後頭部を片手で押さえ強引にキスをした。

　酔いが回っている杏子は、何がなんだか分からない様子だが、俊一から見ても嫌がっている感じには見えなかったため、どんどんキスも深くなっていく。

　俊一も俊一で、このままだとここで襲いかねないと思ったのか、ようやく、杏子から離れる。

「なんて顔して寝てんだよ……。ったく」

「ん～……」

「杏子、もう帰るぞ。ほら、立って」

「えぇ～、まだ飲む～」

「飲む～じゃねぇよ。こっちの身にもなれ。ってか、そんな弱いの自分で分かってなかったのかよ……。もういい、とりあえず待ってて。会計してくる」

「…………」

　杏子は無言のまま、今にも寝てしまいそうな勢いだ。座ってはいるが、体を左右に揺らして、倒れる寸前。

　会計を済ませた俊一が個室へ戻ると、彼女は気持ちよさそうに寝ていた。それをなんとか起こして、駐車場まで歩かせ車に乗せる。

「お前、少しは危機感持てよな。襲われても文句言えねぇぞ？」

「ん～……」

　もちろん、そんなこと言われても起きる気配はない。それどころか、スヤスヤと寝息を立て始める。

「とりあえず、こいつのマンションまで送るか」

　杏子のシートベルトを締めると、ゆっくりと車を走らせ始めた――。




　杏子の住んでいるマンション前に着くと、ハザードランプをつけて路肩に車を止める。彼女を起こすが、起きる気配がない。

「杏子、起きろって。俺、お前の部屋どこか知らねぇから行きようがないんだけど」

「ん……。あれ？　ここ――」

「お前の住んでるマンション前だよ。ほら、降りて。歩けるか？　俺も玄関までついていくから」

「うん……。歩く……」

　口ではそう言っているものの、車から降りて、いざマンションの中へ入っていくと、フラフラしている。

「何階？　部屋の番号は？」

「三階の三〇二号室……だっけ？」

「それを俺に聞くな。三〇二でいいんだな？」

「……多分？」

「多分って……」

　もはや、自分の部屋の場所も曖昧な状態の杏子を放ってもおけず、鍵を杏子から借りて開け、玄関までたどり着くと一緒に中に入る。

「俺も入るぞ？」

「うん……」

　部屋の電気をつけて、足元フラフラな杏子をリビングのソファへと座らせた。

「水飲むか？」

「うん……」

　キッチンへ向かい、近くにあったコップに水を汲んで杏子に渡すと一気に飲み干した。俊一も杏子の隣に座り、様子を窺う。

「じゃあ、俺は帰るからな？」

「は～い……」

　そう言って、そのままソファで横へバタンと倒れる杏子。「大丈夫か？」と心配する俊一だが、これ以上ここにいたら、本当に送り狼になりそうな気がしたので、そっと杏子の額にキスだけ残して、その場を後にした。










第二章











　翌日の朝、ソファの上で目覚めた杏子は愕然とした。結局、昨夜はそのままソファで寝てしまった。

　俊一と個室の居酒屋へ飲みに行ったことはもちろん覚えているが、どうやって帰ってきたのか思い出せない。

（ビールを飲んで……。あれ？　それから……）

　個室の居酒屋に行き、俊一はウーロン茶を飲み、自分はビールを飲んだのは覚えているが、それ以降のことは頭からすっかり抜け落ちている。

　でも、自分の部屋に帰ってきているということは、俊一が送ってくれた以外のことは考えられないため、必然的に、俊一がこの部屋に上がったことは容易に想像ができた。

　今日は土曜なので、いつも通り仕事の日。俊一も土曜は休みではない。杏子は俊一に、昨夜のことで聞きたいことがいくつもあったが、何をどこから聞けばいいのか分からない。そのため、とりあえず、仕事に行く準備だけして朝食を済ませ、書店へと向かったのだった。




　夕方になると、週末ということもあってか、書店の前の大通りは車の量も増えて、人による混雑も増していた。

「お母さん、私、そろそろ帰るね」

「気をつけるのよー」

「うん、分かってる……」

　書店もそれなりに賑わっているが、今もなお、頭の中は昨夜のことでいっぱいだ。

（なんでアルコールに弱いって分かってたのに、飲んじゃったんだろう……。あぁ、もう……）

　考えても考えても、思い出せるのは同じところまでで、そこから先が未だに思い出せない。

　帰る準備をし、店内に戻ってくると、不意に背後からトントンと誰かに肩を叩かれた。お客様だろうと思い、笑顔で振り向くとそこには俊一が立っていた。

「えっ!?」

「えっ!?　って……。顔見た瞬間の反応がそれかよ。せっかく様子を見に来てやったのに」

　そう言う俊一を杏子は店の外へと連れ出す。近くには母もいたため、昨夜のことを色々聞かれてはまずい。

「ご、ごめん。まさか、俊くんだとは思わなかったから」

「まぁいいけど。で、昨日はあれから大丈夫だった？　ちゃんと、ベッドで寝たか？」

　ソファに放置してきたことを俊一は気にしていた。

「それが……今朝起きたらソファに寝てたんだよね。俊くんが部屋まで送ってくれたの？」

「当たり前だろ。お前、かなり酔ってたからな。マンションの前に放置していくわけにもいかないだろ」

「……ありがとう。ご迷惑をおかけしました」

　心底、申し訳なさそうに謝る杏子の姿に、俊一は頭を掻いた。

「そういえば俊くん。私、居酒屋で酔った時、何もやらかしてない？」

　恐る恐る尋ねる様子に、俊一は「えっ？」と驚いた。世の中には知らないほうがいいこともある。

「やらかすって例えば何？」

「うーん……キス、とか？」

「…………」

「えっ!?　私、またやっちゃった……」

　やっちゃった本人より驚いているのは、目の前にいる俊一だ。杏子からの思いもよらぬ言葉に俊一自身も言葉を失う。

「ちょっと待て。またってどういうこと？　お前、まさか酔うと昨日みたいに、だれかれ構わずキスしてるんじゃないだろうな？」

「えっと……。だれかれ構わずってわけじゃ……」

（まさにその通りです……とは言えない）

「少し弱いのは自分でも分かってたんだよ？　でも、せっかく俊くんと来てたし、少しくらいなら大丈夫かなぁと思って」

「その結果、酔って俺にキスした、と」

「ごめん！　俊くん。ほんっとごめん！」

　顔を赤くし、今にもその熱で蒸発しそうな勢いだ。両手を合わせ、祈るように謝る。

（酔ってたとはいえ、俊くんにキスしちゃうなんて！）

「まぁ、あれだ……。俺だからよかったものの、他の人と飲みに行ったりするときは気をつけたほうがいいぞ」

「そうだよね。うん、気をつける」

　思いの外、杏子がシュンとなりおとなしくなった。借りてきた猫状態だ。それを見た俊一は、話を切りかえる。

「もう帰るんだろ？　マンションまで送ろうか？」

「うぅん、大丈夫。今日はちょっと寄るところがあるから」

「そっか。じゃあまたな。お疲れ様」

　ふたりはそれぞれの家へと向かった。




　杏子は自分のマンションに帰ると、改めて、昨夜のことを考えた。俊一に車で送ってもらって、ここまで連れてきてもらったこと。そして――。

（あれ？　俊くんはそのまま帰ったんだよね？　ここでは何も無かったよね!?　ちゃんと服も着てたし……って私、何考えてんの。何もあるわけないじゃん）

　頭を抱えながら、ソファへと倒れ込む。

（私、俊くんにキスしちゃったんだ……）

　今度はそのことが頭の中を埋め尽くしていた。

　ソファに置いてあるクッションに顔を押し当て、声にならない声で叫ぶ。

「なんてことをしてしまったんだー！」

　普段、ちょっとやそっとのことでは心を乱すことがないだけに、今回やらかしてしまったことは、「とんでもない事件」として彼女を悩ます種となった。




　それから一週間後の夜。

　杏子は、実家で両親とご飯を食べることになり、マンションへ戻らずそのまま実家へと向かった。

「杏子、俊くんとは最近連絡取ったりはしているのか？」

　食事中、杏子の父が、いきなり俊一のことを話しだす。

「え？　なんで？」

「いや、その……。俊くんのお父さんとちょっとした話をしていて――」

「あなた、あの話、本当にふたりに提案するつもりなんですか？」

　母は、父が何を話そうとしているのか知っている様子。ふたりでこそこそ何やら言い合っている。

（えっ。何？　なんの話？）

「お父さん、私と俊くんへの提案って何？　なんか怖いんだけど」

「いや、そんな大したことではないんだが……。まずは、お前と俊くんと彼のお父さんと私の四人で食事でもしないか？」

「えっ、ちょっと待って。何を企んでるの？」

　疑いのまなざしを父に向ける。すると父は、まるで「バレたか」とでも言いたそうに肩をすくめた。

「お父さんたちふたりで勝手に話を進めちゃって……。子どもたちに怒られても知りませんよ。だいたい、俊くんのお母さんは賛成してるんですか？」

「あぁ、それは大丈夫だ。だから、杏子、俊くんとふたりで食事はいつがいいか決めておいてほしい。私はいつでも構わない」

（だから、何が大丈夫なの!?　まったく話が見えないんだけど！　私や俊くんのいないとこで、なんの話が持ち上がってるの！？）

　肩を落とす杏子を尻目に、父はニコニコしていた。




　帰宅後、マンションに帰ると早速、俊一に電話して聞いてみることにした。

「こんばんは。今、電話して大丈夫？」

「あぁ、構わないけど。どうした？」

「あのね、今日夕ご飯を実家で食べてきたんだけど、その時にお父さんに言われたんだ」

「ん？　何を？」

「俊くんと俊くんのお父さんと、私とお父さんの四人で食事しないかって」

「あぁ～なんかそんな話、うちの親父も会社で言ってた気がする」

「そうなの？　なんのためなのか知ってる？」

「いや、そこまでは知らないけど。杏子は嫌？　四人で食事するの」

「嫌じゃないよ。それはいいの。いいんだけど……どうも様子がおかしくて」

「どういうこと？」

「お母さんもその話の内容は知ってるっぽいんだけど、私と俊くんに提案がどーのこーのって」

「ははっ。どーのこーのって、一番大事なとこ分かってないんだな。杏子らしいといえばらしいけど」

「もう、笑い事じゃないよー。お父さんが、いつがいいか俊くんと決めてほしいって言ってたんだけど」

「たしか、親父は来週の土曜の夜がいいって言ってた気がするから、来週の土曜はどう？　杏子も用事がなければだけど」

「……うん、まぁ私はその日でいいけど。俊くんは気にならないの？　ふたりが何を企んでいるか」

「気になるよ。でも今ここで俺たちが話したところで埒が明かないだろ？　当日まで待ってみようよ」

「分かった……。じゃあ、お父さんにも来週の土曜って伝えておくね」

「あぁ。場所はこっちで考えておくから、また連絡するよ」

　電話を終え、結局、四人で食事をすることに決まった。

　俊一は妙に落ち着いているため、杏子は自分だけがモヤモヤしている状況に納得がいかない。でも、とりあえず話してみないことには分からないと自分に言い聞かせ、来週の土曜を待つことにした。




　三日後、杏子に俊一からメッセージアプリで、四人で食事する場所の連絡が来た。杏子や父も行きやすい感じのお店を選んでくれている。何やら改まった話でもするのかと思っていた杏子は、そこがそんな改まったような場所でもないと分かり、内心ホッとしていた。

　自分が考えすぎていたのだと反省すらしていたのだが――。




　四人で食事をする土曜日の夜。

　杏子は仕事を終えると、いったん自分のマンションへ戻り、着替えることにした。

（いくら私服とはいえ、さすがに、こんなカジュアルな感じでは行けないしね。このネイビー色のマキシ丈のスカートならいいかな？　上はこのままで大丈夫そう）

　着替えてマンションから出ると、見覚えのある車が前に止まっている。

「よかった。間に合ったか」

　それは俊一の車だった。仕事を終え、書店へ杏子を迎えに行くと、杏子の母に「一足先にマンションに帰ったわよ」と言われ、急いでやって来たという。

「俊くん、もしかして迎えに来てくれたとか？」

「うん。その格好でうろうろ歩かれても困るしな」

「えっ、そんなに変……かな？」

「はぁ……そうじゃなくて。その逆――って、まぁいいから、ほら乗って」

「う、うん！」

　彼女なりにおしゃれをしていたため、「その格好でうろうろするな」と言われると、服装を間違えてしまったのではないかとヒヤヒヤする。

　俊一の車の助手席に乗るのは、あの日以来だ。俊一の前で失態をおかしたあの日の夜。否応なしに思い出してしまうから困ったものだ。

　結局、あれからその話は一切、ふたりの間では出ていない。夢だったのではないか、とさえ思うくらい。お互いにあの時のことには触れないようにしている感じでもあった。

　杏子が助手席に乗ると、俊一も運転席に乗り込み、ゆっくりと車を発進させる。車内は妙な空気に包まれていた。




　食事をするお店に着くと、ふたりの父親はすでに席に着いていた。どうやら、父親同士、話に花を咲かせている様子。

　杏子はその花が良からぬ花でないことを願いながら、俊一と共に席に着いた。




「ふたりともお疲れ様。杏子ちゃん、久しぶりだね」

「お久しぶりです、おじさま」

「また一段とキレイになって」

「いえ、そんなっ……」

「俊くんは昔からいい男だったけど、今はさらにイケメンになっていて、おじさんびっくりだよ」

「ははっ。そんなことないですよ。……で、お話というのはなんでしょう？」

　四人が集合し、少し話をし始めたところで、早速、話は本題へ。杏子はどんな話が始まるのか、気が気ではない。

（俊くん、自ら話を聞き始めちゃったけど、なんだか私は聞くのが怖いよ……）

　杏子の気持ちをよそに、話は進んでいく。最初に話し始めたのは、俊一の父だった。

「私と杏子ちゃんのお父さんが昔からの腐れ縁だというのは、俊一も杏子ちゃんも知ってるよね？」

「はい」

「うん」

　ふたりの返事が重なる。

「ふたりで話してたんだが、俊一、杏子ちゃん……。ふたりは結婚する気はないかい？」

「……はい？」

「えっ？」

　今度は驚きの返事が重なった。ふたりして目を丸くする。

　俊一の父が何を言い出すかと思えば、とんでもない提案だった――。

　ふたりに、結婚しないか、という提案。いくらなんでも、突拍子もなさすぎる話だ。

「えっと、お父さん……。俊くんのお父さんとそういう話をしてたの？」

「そうなんだよー。悪くはない話だと思うんだけど？　どうだ？」

「どうだ？」と聞かれても、困るのは杏子だけでなく俊一も同じ。杏子と俊一は顔を見合わせ、反応に困った。

（お父さんたちが仲いいのは知ってたけど、そんな話をしてたなんて！　俊くんも困った顔してるし）

　四人の空気が静まり返った瞬間、タイミングいいやら悪いやら、料理が運ばれてきた。もちろん、今は食べるような雰囲気でもなく……。四人の前に、とりあえず料理が並べられ、「ごゆっくりどうぞ」と言い残し、店員は去って行く。

　その料理に目もくれず、杏子が今の話をどうしたものかと、俯きながら考えていると、俊一の父から更にあるひとつの提案が飛び出した。

「あくまで、これも私と杏子ちゃんのお父さんとふたりで話し合ったことなんだが……」

（まだ何かあるの!?）

　俊一と杏子の視線が揃って、俊一の父に向く。

　すると、俊一の父の口から出た言葉は、またしてもふたりを驚かせるものだった。

「いくら昔からの幼なじみとはいえ、最近再会したようだし、いきなり結婚というわけにもいかないだろう？　まずは、同棲してみたらどうだ？」

「いい案だと思わないか？　杏子。俊くん」

「お父さん！　そんな勝手なこと言わないで……。俊くんだって困って――」

「いや、杏子。俺は構わないよ」

「えっ？　俊くん、同棲だよ？　そんな簡単に……」

　俊一が同棲することに快諾したことに驚くが、杏子自身も「断固反対」という感じではなかった。俊一のことは、もちろん嫌いではない。むしろ再会してから、俊一のことを意識していたのは自分でも分かっていたのだ。そろそろ、両親を安心させてあげたいという気持ちもある。

　「いい人はいないのか？」と言われ続け早数年。年齢的にも、ふらふらしてるわけにはいかないことも肌で感じていた。

「同棲するのが誰とでもいいってわけじゃない。杏子だから、いいかなって」

「俊くん……。分かった」

「杏子、本当にいいのか？　私は、俊くんと杏子がそういう関係になってくれるのは嬉しいが」

（話を持ちかけた本人が何を言い出すんだか！）

「うん、いいよ」

「おじさん、親父。ひとつだけ条件があるんだけど」

　同棲が決まりかけた時、俊一が話に割って入る。

「うん、言ってごらん。俊一」

「あまりにも急すぎるから、杏子も動揺してると思うんだ。俺もだけど。だから、とりあえず一ヶ月のお試し同棲ってことでどうかな？」

　自分のことを気遣ってしてくれた提案に、杏子も「うん、私もそれがいいと思う」と同調する。それを聞いた俊一はにっこりと微笑んだ。

「一ヶ月間一緒に住んでみて、お互いに結婚は無いな、と感じれば、結婚はもとより同棲も解消するってことで」

「私からもお願いします」

「分かった。中谷さんもそれでいいですかね？」

「はい、構いませんよ。大事なのはふたりの気持ちですから」

「ありがとう。親父、おじさん。そういえば、住むのは俺のマンションでいいのかな？　余ってる部屋もあるし、広いから……杏子さえよければ」

「うん、そうするね」

　話を終えると、冷めかけた料理を食べ始める四人。その後は終始、穏やかな食事会となった。




　食事会を終えると、俊一は杏子をマンションまで送っていくと言い出し、父親ふたりはまた別の店へと消えていった。

　ふたりは電話ではよく話していたらしいが、会ってのんびり話すのは久しぶりらしい。つもる話もあり、二軒目に行こうということになったようだ。

　一方、俊一と杏子は帰ることにした。

「さぁ、乗って。今日はバッチリ起きてるね」

「当たり前でしょ！　それに飲んでないし」

「はいはい」

　そう言いながらくすくす笑う俊一。見た感じ、思いの外ご機嫌だった。

　でも、それは杏子も同じだった。元々、幼なじみだったため、気が合うし俊一のことを好きだった時期もあったくらいだ。高校を卒業してからはまったく会わなくなってしまっていたが、杏子の胸の片隅にはいつも俊一がいた。

（俊くんもお試し同棲には前向きだし、私も緊張はするけど楽しみだな）

　マンション前に着くと、俊一は、路肩に車を止めて杏子と共に外に出る。

「俊くん、送ってくれてありがとう」

「うん。……あっ、そうだ。明日の日曜って何か用事ある？」

「明日？　特にはないけど」

「じゃあさ、杏子が引っ越してきた時に使う食器とか必要なものを買いに行かないか？」

　買い物デートの誘いに杏子の胸は弾んだ。

（必要そうな物は、私の家から持っていけばいいかと思っていたけど、俊くんと買いに行くのもありだよね！）

「うん、行きたい！」

「じゃあ、明日の朝十時くらいに迎えに行くよ」

「分かった。このマンション前で待ってるね」

　いつになく嬉しそうな表情の杏子だった。




　そして、翌日の午前十時ごろ。

　杏子はパステル系の淡い水色のノースリーブのワンピースを着て、マンションの外で俊一が迎えに来るのを待っていた。

　すると、俊一の車がやって来て目の前に止まった。

「おはよう。待った？」

「うぅん、今降りてきたところだから大丈夫」

「そっか。じゃあ、行こうか」

　杏子が助手席に乗り込むと、俊一は何かもの言いたげそうな表情で彼女を見る。

（えっ。なんだろう……。そんなまじまじと見られるとなんか、恥ずかしいんだけど）

「俊くん……？　出発しないの？」

「あぁ、ごめんごめん。なんか杏子のそういう格好見たことなかったから、つい見惚れてしまった。その……綺麗だな」

　視線を逸らしながら話す俊一。

（あれ？　なんか、俊くん……照れてる？　視線を逸らすときは大体照れてるんだよね）

「私も、俊くんスーツ姿以外の格好を見るの初めてかも。そういうラフな格好もいいね！」

　と言って、恥ずかしさをごまかした。まるで付き合いたてのカップルのようなやり取りだった。

「じゃあ、今度こそ本当に出発しよう」

「うん！」

　車は、近場にあるショッピングモールへと向かった。




　ショッピングモールに着くと早速、食器売り場へと向かう。中に入ると、可愛いマグカップやお皿などが所狭しと並んでいた。

「俊くん！　せっかくだし、マグカップを色違いで買わない？」

「えっ、あぁ……うん、いいけど」

（あれ？　今、少し間があった？　本当は色違いとか嫌なのかな？）

「どれがいいと思う？　この花柄もいいなぁって思うんだけど……」

「俺はどれでもいいよ。杏子が決めて」

「えぇー。どれでもいいって、どうでもいいって言われてるみたいなんだけどー」

「いや……うん、そういう意味で言ったんじゃないんだけど」

　分かりやすく拗ねる彼女に、俊一は頭を抱える。俊一が「どれでもいい」と言ったのは、本当に「どれでも」よくて、深い意味はもちろんない。

「俊くん？　もしかして選ぶの飽きちゃった？」

「いや、飽きてないよ。食器類は杏子に任せていい？　俺、ちょっとあっちでソファとか見てるから」

「うん、分かった！」

　このままでは買い物がなかなか進まないと確信した俊一は、杏子と少し離れて行動することにした。

　杏子が食器類を決めかねている間に、俊一はリビングに置くソファを選んでいる。お試しで一ヶ月同棲するだけで、ソファや他のちょっとした家具まで買うのは気が早い気もしたが、杏子とならきっとその先もうまくいくと信じて、色々買い揃えるつもりで今日はやって来たのだ。

　ようやく食器類を買い終わったのか、彼女は、買った荷物をぶら下げて家具が売ってる店にやって来た。

「色々買っちゃったかも。いいよね？　きっと使うと思うし」

「うん、いいよ。必要そうなものは揃えていこう」

「俊くんはどう？　ソファ、いい感じのあった？」

「これとこれを一応選んでみたけど、杏子的にはどっちがいい？　もちろん、他のやつでもいいし」

　俊一が選んだのは、落ち着いた色味のものと明るい色味のものだった。

「うーん。私的にはこっちの落ち着いた感じの色のほうがいいかなぁ」

「よし、じゃあ、こっちにしよう！」

「って、えっ？　もう今日買って帰るの!?」

「そのつもりだけど？　大きいから、マンションには後日運んでもらうけど。さすがに車には乗らないし」

「あぁ、そっか！」

　その後も、棚など必要そうなものを買い、車に乗るサイズのものは自分たちで持ち帰り、大きめのものはまた後日マンションへ運んでもらうことにした。

　買い物を終えると、ショッピングモール内のフードコートでランチをして、ショッピングモールを後にする。他の店にも寄る予定だったが、思いの外、ショッピングモール内で買い揃えることができたので、スムーズに買い物が済んだ。

「この後どうする？　買った物で車もいっぱいだし、一緒に運んでほしいし……俺んとこに来る？」

「そ、そうだね……。俊くんのとこにまだ行ったことないし、行ってみようかな？」

「じゃあ、晩ご飯は俺が手料理を振る舞うよ。家にある材料で適当な感じになるけど」

　予想外の展開に、杏子は嬉しさが表情から滲み出た。頬が緩みっぱなしだ。

「あっ、ちゃんと夜は送るから安心して」

「……うん」

　急に、聞いてもいない夜の話をし始めたので、借りてきた猫のようにおとなしくなる。

（最初から夜は帰るつもりだったし！　俊くんってば、急に意識させるようなこと言わないでよね……もうっ）

　静まり返る車の中。さっきの俊一の言葉で変に意識してしまい、さっきまでの勢いはどこへやら。

　俊一はその空気を察し、ちょっとしたいたずら心で話しかける。

「もしかして、泊まっていくつもりだった？　それならそれで俺は別に構わないけど？」

「なっ！　ち、違うよ！　最初から夜は帰るつもりだったからっ」

「ははっ。そんな顔赤くして否定しなくても。冗談だよ、冗談。ほんと可愛いなぁ、杏子は」

（からかわれた！　私がこういう反応するって分かってて言ったよね!?　それにまんまと引っかかる私も私だけど！）




　二十分後、俊一が住んでいるマンションに到着し、車は地下の駐車場へと入っていく。ちょうど入っていく前に、ちらっとマンションの建物を見ていたが、見るからに高級感が漂っていた。

（一、二、三……一体何階建てなの!?）

　俊一の住んでいるマンションへ来たのはもちろん初めてだが、あまりの大きさに開いた口が塞がらない杏子。

（さすが、次期社長だね……）

　駐車場に着き、車から降りて荷物を運び出すが、量が多いためエレベーターを介してふたりで部屋と駐車場を何往復かすることに。

　ようやく運び終わると、ふたりはリビングの床に座り込んだ。エレベーターで移動はするものの、結構な運動量になったのだ。

（ところで、ここって何階なんだろう？）

　荷物を運ぶので精いっぱいで、エレベーターの階数をまったく見ていなかった杏子は、俊一に聞いてみた。

「俊くん、ここって何階なの？」

「ん？　最上階」

「最上階!?」

　想定外のことを言われたため、素っ頓狂な声を出してしまう。

「ちなみに、この階のフロアはすべてうちが所有しているんだ。ふたつ上の兄さんもこの階に住んでるよ。知ってるよね？　圭吾のこと」

「うん、知ってるよ。圭くんもここにいるんだね」

「ちなみに兄さんもまだ結婚してなくてね。なんかチャラチャラしてる。もうすぐグループ会社の社長になるってのにさ……」

「そっか……。なんか色々大変そうだね、俊くん」

（圭くんってそんなチャラチャラしてるイメージがないんだけど、大人になってからそんな感じになったのかな？）

「よし。とりあえず、買ってきたものだけ片付けるか」

「そうだね！」

　結局、後日届けてもらうものといえばソファと大きめの棚くらいだったため、ほとんどを持ち帰っていた。




　一時間半後。

　ある程度片付け終わり、落ち着き始めると、俊一がふたり分のコーヒーを淹れてくれた。カップもさっき買ってきた色違いの物だった。

「はい、どうぞ。コーヒーでよかった？」

「うん、ありがとう」

「砂糖やミルクはどうする？」

「じゃあ、両方もらおうかな」

「了解」

　新しいソファはまだ届いていないため、今ある小さめのソファにふたりで座る。妙に近い距離に、杏子は変に意識してしまい――。

「熱っ！」

　隣に座った俊一と肩がぶつかり、手に持っていたコーヒーがこぼれ、手にかかってしまう。

「杏子、大丈夫か!?　そのカップを置いて、こっちへ来て」

「えっ、ちょっ…！」

　すぐさま彼女の手首を掴み、キッチンへと連れて行く。水道の水で手を冷やしてくれた。

（手は大丈夫だけど、なんかこの体勢……心臓がもたないよ）

　俊一が背後から抱きしめる感じで、手を水で冷やしてくれているのだ。耳元に俊一の唇があるので、全神経が手よりも耳に集中してしまう。

「――こ？　杏子？」

「えっ、あ、はいっ！」

「はいってなんだよ。ったく、さっきから何回も呼んでるのに、上の空」

「ごめんね！　聞いてる、聞いてる」

「じゃあ、さっき俺がなんて言ったか、言ってみて」

「えっと……」

　俊一に言われた通り、上の空だった杏子は答えることができるわけもなく。考えている間も、俊一の手は杏子の手を水にあて優しく冷やしてくれていた。

「はい、時間切れ。ってか、名前呼んだだけだし」

「えっ？」

「なに考えてたの？　こっちは、杏子が火傷したかと思ってヒヤヒヤしてたのに」

　水道を止め、タオルで手を拭きながら彼女の顔を覗き込む。

　その瞬間、杏子は顔にボッと火がついたかのように、自分でも熱くなるのが分かった。でもそれを悟られたくなくて、顔を俊一から背ける。

（なんで覗き込むかなぁ……）

「まぁ、いいや。手、もう大丈夫？　痛かったりしない？」

「うん、大丈夫。……ありがとう」

　俊一の顔を見ることができず、そそくさとリビングへ戻り、ソファに座る。頭の中ではさっきのことが悶々としていた。俊一は、新たに杏子のコーヒーを淹れて持ってきてくれた。

「今度はこぼさないようにね」

「……うん」

　言われた通り、こぼさないよう、ひと口飲んでからテーブルの少し離れた場所にカップを置く。

「そういえば、いつここへ引っ越してくる？　」

「ちょうど来月末で、今住んでるとこの契約更新なんだよね。元々もう更新するつもりなかったんだ。実家に帰るか、新しいとこを探そうと思ってたから。だからちょっと早いけど、お盆前くらいに引っ越そうかな？」

「そっか。ってことは、あと二週間くらいだな。分かった。今日買った家具類も、それまでには設置しておくよ」

　およその引っ越し日程が決まり、杏子はもうすでにドキドキしている。いくら幼なじみとはいえ、結婚を前提に一ヶ月間同棲するのだから。小さいころや学生時代に、家を行き来していたのとはわけが違う。

　一方、俊一も俊一で杏子を迎え入れるにあたり、不備は無いかなど、色々気にしていた。

　それと同時に、彼女への想いが日々膨らんでいることを自覚し、今にも手を出してしまいそうな自分と闘っていた。




　夕方まで、映画のＤＶＤなどを観ながら、のんびり過ごすふたり。杏子も俊一との距離感にも慣れてきたようだ。

（これからはこうやって、ふたりで過ごしちゃったりするんだよね？　楽しみ！）

「そろそろ、夕ご飯作るよ。適当に作るけどいいよな？」

「うん！　なんでもいい！　あっ、私も手伝おうか？」

「いや、大丈夫。今日は杏子はお客さんだから……な？」

　不意に俊一がポンと彼女の頭を撫でる。すると、反射的に肩をビクッとさせた。まさか、俊一にそんなことをされるとは思ってもいなかったから。

「うん。じゃあ、家の中をひと通り見てきてもいい？　まだこのリビングとキッチンしか見てないし」

「あぁ、構わないよ。見ておいで」

　リビングにいるだけでも、この家が広いことくらいは容易に分かる。だが、一体、部屋はいくつあるのだろう？　という素朴な疑問があった。

　俊一がキッチンに向かうと、杏子は早速部屋の探検開始。

（たしか、余ってる部屋もあるって言ってたよね？　きっとそこが私の部屋になるのかな？）

　トイレや洗面所、お風呂場など色々見て回るが、どこもかしこもきれいで、本当にひとりで住んでいるのだろうか？　と疑いたくなるくらい豪華だった。

　そして、最後に開けたドアの向こうには寝室が――。

　窓際にダブルベッドとデスクや、ちょっとした棚などが置いてあるくらいで、いたってシンプル。

（ここが俊くんの寝室なんだねー。やっぱり、広いなぁ。ん？　あれ？　私は自分の部屋で寝るんだよね？　当たり前か！）

　なんて、まだもう少し先の日のことを想像していると……。

「なに、そんなに気になる？　俺の寝室が」

「うひゃっ」

　突然聞こえた声に、思わず変な声を出してしまう。急に耳元で話しかけられたので、驚いたのだ。

「あははっ。もう少し色気のある声出せないのか。うひゃって、出そうと思ってもなかなか出せねぇぞ？」

「もう、うるさいなぁ！　急に背後から声かけてくるからびっくりしたの！」

「ふーん。あっ、ベッドのサイズも変えたほうが良かったかな？　どう思う？」

　ベッドのサイズをいきなり聞かれ、あわあわし始める。どういう意味で聞いてきているのか、もしくは、からかって聞いてきているだけなのか、分からなかったから。

（私にベッドのサイズを聞いて、反応を楽しんでるとしか思えないけど！）

「べ、べ、別にどっちでもいいんじゃない？」

　明らかに動揺した口調に、俊一は笑いを堪えきれない。

「ふはっ……あはははっ。杏子ってほんと分かりやすい反応するんだな。今まで付き合った奴にそんな風に言われたことない？」

（なんでそんな話になるの!?）

　少しご機嫌斜めになりながらも、律義に答える。

「覚えてないけど……。たぶん、言われたことはないかと」

　ふて腐れた声からは、本気で機嫌が悪いわけではないことが分かった。

「ははっ。そっか。それはそれで俺としては嬉しいかな。俺には完全に気を許してくれてるってことだろ？」

「気を許すって……何を今更っ。幼なじみなんだし、別に許すも許さないもないじゃん」

「まぁ、それもそうだな。ほら、ご飯の準備できたから食べよう」

「うん！　お腹空いたー」

「現金なやつ……」と言った俊一の言葉は彼女には届いてなかった。




　俊一が適当に作ったのはチャーハン。杏子は美味しそうに食べながら、表情はニコニコしている。

「ごちそうさまでした！　俊くん、すごく美味しかったよ！　きっと、いい主夫になれるね！」

「それはどうも。俺は杏子の手料理も楽しみにしてるんだけど？」

「あぁ！　そ、そうだよね!!　うん、頑張る！」

「まぁ、一緒に住み始めたら、料理はその時にできるほうがやればいいと思ってるけど」

「うん、分かった！」

　杏子はもっと料理を勉強しようと心に決めたのだった――。




　二時間後。

　マンション前まで送ってもらった杏子が車から降りようとすると、右側からグイっと腕を引っ張られた。

（えっ――）

　気づけば、俊一の顔が目の前まで近づいていた。杏子は反射的に目を瞑る。……が、しかし、想像していたことは起きなかった。

「ばーか。キスされると思った？」

「……なっ!?」

（今の流れって、どう考えてもそれだったじゃん!?　って、私……キスを期待してた？）

「俊く……んっ……」

　俊一はそっと唇を重ねた。呼ばれた名前ごとのみ込むように。優しく触れるだけのキスをくり返す。すると、杏子もだんだん力が抜け、俊一の腰あたりの服をギュッと掴んだ。その行動を見逃さなかった俊一は、少しずつ深いキスに変えていく。

「ん……っ、はぁ……」

　どちらの吐息とも分からない声が漏れる。舌を絡ませようとしたその時……。

「……杏子、今日はここまで。これ以上続けたら、俺……止まらなくなりそうだから」

「……っ」

　なんとなく寂しそうな、物足りなさそうな顔をする彼女を見て俊一は崩れ落ちる。

「その顔、反則だろ。もっとしたくなる……」

「いいのに……」

「だーめ。また続きは今度な。今ので、お前とのキス三回目」

（ん？　三回目？　二回目じゃないの？　私が酔ってキスしちゃったときと今日で）

「俊くん……その……回数おかしくない？　二回目、だよね？」

　不思議に思い、わざわざ俊一に問いただす。

「あぁ……いや、正式には四回目……かも？　あっ、でも一回は額にしたから、唇は三回目？」

　思い当たる節のないキスの話が飛び出し、杏子は一気に顔が熱くなる。手で顔を仰ぎながら、少し自分を落ち着かせる。俊一の言ってることが、まるで記憶にないから困ったものだ。

　でも、どう考えてもその他の二回もきっと、あの飲みに行った日くらいしか心当たりがない。

「やっぱり、杏子は覚えてないか……。飲みに行った日だよ。一回目は前に話した通り、お前から。二回目は……その、ごめん。その場で俺からしてしまったんだけど、お前は覚えてない……みたいだな」

「ごめん、まったく覚えてない。三回目が額ってこと？」

「あぁ……うん。お前をマンションの中へ送っていったとき、部屋のソファに座らせて帰ったときに、軽くチュッと」

「軽くチュッとって……」

「お前は完全に寝てたかと。っていうか、あの日はお前が悪いんだからな!?　無防備に寝てたから」

　自分のしたことを棚に上げて、杏子のせいにする俊一が妙に可愛く感じた杏子は、俊一の後頭部を引き寄せ、額にチュッとキスをした。

「隙ありっ！　これでおあいこね」

「……っ！　杏子にはかなわないな」

「ふふっ。……ねぇ、キスしてくれたってことは……そういうことなんだよね？」

「何が？　ちゃんと言ってくれないと分かんないんだけど」

　ニッと口角を上げて意地悪く言う。

（私が言いたいこと分かってるくせに～～～っ）

「さぁね！　自分で考えれば？」

「じゃあ、次会うまでの宿題ってことで」

「自分で宿題とか言っちゃってるし……」

　軽く睨むが、そんなことは俊一には効かない。

「ほんと、うちの同居人は、いちいち言動が可愛いんだけど。……降りないの？　そのまま俺のマンションに戻って続きする？」

「降りますーっ!!」

「はいはい。じゃあ、気をつけてね」

　またもや、からかわれた杏子は、もう観念して降りるしかなかった。

（いつか絶対、ギャフンと言わせてやるんだから！　俊くんめ！）










第三章











　ある週の日曜日。

　あれから約二週間が過ぎ、ついに俊一のマンションへと引っ越す日がやって来た。天気もよく、引っ越し日和だ。最初は、杏子の両親も手伝う予定だったが、書店が忙しく、結局俊一とふたりで荷物を運ぶことになった。

　部屋の解約までにはまだ二週間くらいあるため、一気に物を運ぶ必要はない。とりあえず今日は必要最低限の物を運ぶ予定だ。引っ越し業者を呼ぶわけでもなく、俊一の車で運ぶ。残りは、また次の休みに運んでも十分間に合う。

「杏子、今日運ぶのはこれで全部か？」

「うん、とりあえず身の回りのもので必要なのを運ぼうと思ってるから」

「了解。じゃあ、俺のマンションとここを二往復くらいで今日は運べそうだな」

「そうだね。ありがとう」

　杏子のマンションと俊一のマンションの距離は近いわけではないが、それほど遠いわけでもないので、荷物の積み込みや降ろす時間も含め、三時間半ほどをかけて二往復し今日の引っ越し作業は終えた。




　二回目の荷物を俊一の部屋に運び込むと、早速、杏子の部屋を案内された。前に一度来たとき、「ここだろうな」と思っていた部屋で合っていた。

「この部屋を好きに使っていいから」

「ありがとう！」

（ついに俊くんとの同棲生活が始まる！）

　そんなことを考えていると、隣から伸びてきた手に頬を抓まれた。

「顔ニヤけすぎ」

「それは俊くんもじゃん……」

「ははっ、そっか。……とりあえず一ヶ月よろしくな！」

「こちらこそ」

　この時はまだ、今夜起きるであろう「とある問題に」ふたりは気づいていなかった――。




　その日の夜。それぞれがお風呂に入り、時間も遅くなってきたので部屋に戻り寝ようとすると、杏子はあることに気づいた。

「……！」

（マジか……。忘れてた。この部屋に置くベッドはまだ買ってないから、マンションで使ってたお布団を持ってきてって言われてたんだった。……今日持ってきてないよ。俊くんに予備のお布団とかないか聞いてみよう）

　杏子はおずおずと俊一の部屋を訪ねる。ドアをノックすると、中から俊一の「どうした？」という声が聞こえてきた。

「開けていい？」

「いいよ。入って」

「……お邪魔します。あのね、俊くんにお布団持ってくるように言われてたじゃん？　すっかり忘れてたの。予備のお布団とかって……さすがに無いよね？」

「あぁ、そういえば今日荷物運んだとき、布団類無かったな。気づかなくてごめん」

「いや、私が忘れてたんだし、俊くんは悪くないよ」

　持ってこなかったことを怒られると思っていた杏子は、恐る恐る話すが――。俊一から返ってきた言葉は、予想外のものだった。

「じゃあ、この部屋で一緒に寝る？」

「ね、ね、寝るわけないでしょ！」

「あっそ。残念。そういえば、杏子の部屋のクーラーは今、壊れててつかないから、どっちにしてもあの部屋では寝られないと思うよ、暑くて。明日、業者の人が直しに来てくれる」

（それ、初耳なんですけど！）

「じゃあ、リビングのソファ借りるね」

「寝られるか分かんないけど、どうぞ」

（……？　どういうこと？　まぁいいや。とりあえず行ってみよう）

　俊一の部屋からリビングへと移動する。そして、蒸し暑いためクーラーのスイッチを入れるが、電源が入らない。

（さっきまで付いてたじゃん!?　なんで？　まぁ多少涼しいし、寝てしまえば……暑さも分かんないか）

　さっき電源を切ったとき、なにか変な音がしたのはきっとこのクーラーが壊れた音だったのだろう。

　涼しいうちに寝てしまおうと、ソファに横になり目を瞑るが、じわりじわりと汗をかき始める。寝ようと思えば思うほど寝られず、暑さだけが身にまとわりつく。それでも気にしないようにして、なんとか眠りの扉を開きかけたその時――。

「お前は熱中症にかかりたいのか？」

　頭上からそんな言葉が降ってきた。その声で、浅い眠りからまた一気に引き戻される。

「早く俺の部屋に来い。同棲早々、病院送りにさせるわけにはいかない」

「うぅ……はい」

　おとなしく俊一の言うことを聞いて、寝る場所を移動。俊一の部屋に戻り、同じベッドで寝ることになった。でも、それはそれで彼女にとっては、別の意味でハードルが高い。

（初日からこんなことになるなんて……！）

　クーラーが程よく効いていて寝やすい空間ではあるが、自ら俊一の隣へ飛び込む勇気がない。

「何してるんだ。早くこっちへ来い。……もしかして照れてんのか？　今更そんな照れる間柄でもないだろ。小さい頃はよく――」

「その頃とは訳が違うんだからね!?」

（分かってんのかなぁ……、俊くん）

「じゃあ、あのままあそこで寝て、明日病院へ行けば？」

　心なしか言い方も冷たく感じる。俊一が思いの外、意識していないんだと解釈し、自分ひとりが意識しているのもだんだん馬鹿らしくなってきたので、俊一の隣で寝ることにした。正直、少し……ほんの少しは意識してしまっているが。

「……お邪魔します」

「どうぞ」

　俊一が自分の隣をポンポンと叩き、「ここへ来い」と言わんばかりの表情で杏子を見つめ、目線で促す。遠慮がちに俊一の隣に横たわったものの、どこを向いて寝ればいいのやら挙動不審になっている。結局、俊一に背を向けた状態で寝るのが、俊一の顔も見えないので一番落ち着くと思ったのか、あからさまに俊一に背を向ける。

　すると、トントンと肩を叩かれた。

「……！　なんでしょう？」

「なんで、急に敬語なんだよ」

「別に意味はないけど」

　せっかく背を向けていても、話しかけられたら無視するわけにもいかず、結局、背中に神経が集中してしまう。寝たふりでもしてしまえばいいのに、変に正直な杏子は、それすらできないでいた。

「まぁ、いいや。そっち向いたままでいいから聞いて。この間の宿題の答え、考えてみたんだけど」

「……宿題？」

「忘れたのか？　『キスしてくれたってことは……そういうことなんだよね？』って、お前が聞いてきたんだろ」

　先日、俊一の家に来た時に、言っていたことだった。だが、当の本人である杏子はすっかり忘れていたようで……。

（あぁ！　そんなこと言ってた気もする）

「お、覚えてたんだ？」

「大事なことだからな。忘れるわけがない」

　いつもより少し低いトーンの声でそう言われ、一瞬にして心臓が飛び出るかと思った。

「答えはもうあの時から決まっていたよ。お前が言っていた『そういうこと』と同じ答えかどうかは分からないが、おそらく『そういうこと』だ」

　なんとも遠回しな言い方だったが、彼らしいといえば彼らしい。でも、はっきりと返事を聞きたかった。

「俊くん、ちゃんと答え合わせ――」

　最後まで言う間もなく、俊一は彼女を自分のほうへ振り向かせ唇を重ねた。

「んっ……！」

「風呂上がりで、そんないい匂いを漂わせて隣に寝たお前が悪い」

　そっと抱きしめられながら、耳元で囁かれる。

（いい匂いって、俊くんと同じボディソープなんだけどっ）

　背中に回っている俊一の手が腰あたりに下りてきたとき、ビクンと体が震えた。

　そして、顔も耳まで真っ赤になっている。

「しゅ、俊くん……っ。あの……」

「杏子、そんな顔して上目遣いで俺を見るな。煽ってるとしか思えないんだけど」

　恥ずかしさのあまり、今度は俯いてしまう。もう何をどう言ったところで、俊一には敵わないと悟った。

「す、好き……。俊くんのこと好きだよ」

「うん、知ってる。でも、俺は多分……お前より先に好きになってた」

「えっ？」

「実は再会した時に、杏子を好きだったときの気持ちがよみがえったんだ」

（「好きだったとき」って……）

　目を泳がせる杏子のことをじっと見つめる。

「お前はまったく気づいてなかったみたいだけど、俺は学生のころからお前のことが好きだった。でも高校を卒業してからは、会う機会もだんだん減っていって、もう何年も会ってなかっただろ？　だから、大学を卒業してからは仕事に集中して忘れようとしてたんだ」

「……っ。そう、だったんだ」

「もちろん、今までに付き合った人も何人かはいる」

「うん」

　ふたりの父親は仲が良かったので、俊一が父親の元で働いている……ということだけは知っていた。だが、いくら近くにいると分かっていても、顔を合わすことが一度もなかったため、まさか俊一とこんな風になるとは夢にも思っていなかった。

　だけど、杏子も杏子で、俊一のことを好きになっている自覚は少し前からあった。

「学生の頃、気づかなくてごめんね」

「昔の話だ。別に謝ってほしくて言ったわけじゃないよ」

「うん。私は再会して、少し経ったくらいから……俊くんのこと、好きになりかけてたの」

「そうだったのか。つい最近かと思ってた。それこそ、さっき言ってた宿題の頃かと。あの時、お前の態度があからさまだったから、もしかして俺のこと……って、勝手に自惚れてた」

「うん。その時はもう好きになってたよ。だから……あの時のキスも嫌じゃなかった」

　再び上目遣いで見上げると、俊一は「はぁ……」とため息を吐き、愛おしそうにギュッと抱きしめる。

「もうほんと、なんなのお前。さっきまでと違って、やけに素直じゃん」

「私だって素直な時くらいあるよ！」

　頬をぷくっと可愛く膨らませ反抗するが、それは俊一にとっては可愛い以外のなにものでもない。

「あぁー、抱きたい……。今、お前のことすっげぇ抱きたいんだけど」

「なっ！　そ、そんなストレートに言われると……嫌って言えなくなる」

「ははっ。言えなくなるんだ？　じゃあ、遠慮なく」

「わぁ！　ちょっと待って、やっぱ待って！」

「何？」

「今日は……さ、心の準備もできてないっていうか……」

（下着とかだって、ちゃんとしたのつけてなかったような……）

　しどろもどろに話し始める彼女を、くすくす笑いながら優しく抱きしめ直す。

「分かった。じゃあ、今日は抱かない。でもこれくらいならいいだろ？」

「えっ？　……っ！」

　首筋に顔を埋め、くっきりと痕をつける。自分のモノだと分からせるために。

（もしかして、キスマーク付けられた!?）

「変な虫を寄せ付けんなよ？」

「心配しなくても誰も私のことなんて、そんな目で見てないよ」

「杏子は自分の魅力に気づいてないんだよ。書店の客だって、お前目当てで来てる人がいるらしいぞ？」

　まさかの言葉に、彼女は耳を疑った。自分を目当てに、わざわざ書店に来てる物好きな人なんているわけがないと思っているから。そんな話、誰からも聞いたことがないのも事実で。

「いや、それはないって。俊くんの勘違いだよー」

「おばさんが言ってたんだけど」

「えっ？　お母さんが!?」

（お母さんもなんでわざわざそんなことを、俊くんに言うかなぁ）

　顔を上げて俊一を見ようとしたが、ギュッと胸に抱きしめられてしまう。顔を上げようとしても上げられない。俊一のちょっとした意地悪だった。

　おとなしく抱きしめられたままの杏子。ちょうど顔あたりに俊一の胸があるため、心臓がドキドキしているのが丸聞こえだった。それだけのことなのに、妙に嬉しくなってしまう。

　なんだかんだ言ってても、自分と同じようにドキドキしてくれてるんだと思うと、愛しく感じたのだ。

　すると、少しだけ俊一に意地悪したくなった。俊一の背中に腕を回し、ギュッと抱きしめてみる。彼女なりの意地悪。でもそれは、やはり、俊一には効かなかった。

「何、杏子……。やっぱりシたくなっちゃった？」

「えっ……!?　違うよ！　別にそういうつもりじゃ」

　逆効果だった。

「ははっ。冗談、冗談。今夜はほんとにシないから。でもこうやって抱きしめ合って寝よう。なんか安心する」

「うん」

　そのままふたりは、抱きしめ合いながら眠りについた。




　翌日の朝、目が覚めると彼女の隣には俊一の姿がなかった。ドアの向こう側でバタバタと音がしている。

（あれ？　俊くん……先に起きたのかな？）

「今何時……？　えっ!?　もう七時半！」

　慌てて自分の部屋に戻り、服を着替える。キッチンでは俊一が朝食の準備をしていた。

「あっ、おはよう。杏子」

「おはよう！　ごめんね！　朝食まで作ってもらっちゃって……。明日からは私が作るから！」

「別にそこはどっちでもいいんじゃない？　早く起きたほうが作るってことで」

「でも、俊くんは毎日帰りも遅そうだし、私が起きられなかったら迷惑かけちゃう」

「うーん……。そうでもないんだけど」

　分かりやすく考えこむ彼女の髪を撫でる。

「じゃあ、こうしない？　休みの日曜は杏子が作って？」

「えっ？　日曜だけ？　それはさすがに申し訳ないよ！」

「じゃあ、毎日、早く起きたほうが作ろうよ」

（これ絶対、俊くんが早く起きるつもりだよね……？）

　このまま話していても、埒が明きそうにないため、彼女は少々不服ながらも頷いた。

「作るっていっても簡単なものしか作れないけどな」

　そう言いながらテーブルに並べられたのは、「簡単なもの」ではあるが、彼女が普段食べている「簡単なもの」な感じではなかった。ご飯にお味噌汁、ハムエッグ、野菜サラダ。

（朝から野菜サラダって……。俊くんは朝からいつもこんなにたくさん食べてるのかな？　私なんてお味噌汁とご飯くらいだよ）

「さぁ、座って。俺もう少ししたら、ここ出ないとだし」

「あぁ、ごめん！　食べよっか」

　すると、ふたり同時に「いただきます」が重なる。

（誰かと一緒に朝ご飯食べるのって久しぶりなんだよね。なんか、いいかも……）

　彼女は自分でも気づかないうちに、頬が緩んでいた。

「杏子、そこご飯つぶついてる」

「えっ、どこ？」

　自分で探す間もなく、俊一の手が伸びてきて、それを取り除く。

「はい、取れた」

　そう言って自分の口の中へ放り込む。

「あ、ありがとう……」

　なんともお決まりのシチュエーションだが、こんなことでさえ、恋から遠ざかっていたふたりにとっては新鮮だった。

　しばらくして、朝食を終え、彼女が洗い物をしていると、

「今夜は早く帰れそうだから、杏子の手料理が食べたいかも」

「うん、分かった！　何かリクエストある？」

「杏子に任せる。なんでもいいよ。好き嫌いもないし」

（好き嫌いないんだ……。新しい俊くん情報！）

「じゃあ、お楽しみってことで。っていっても、そんな大したものは作れないけど」

「楽しみにしてるよ。行ってきます」

　言い終わったと同時に、杏子の顎をクイっと上げ唇に軽くキスをした。

　まさかこのタイミングでキスされると思わなかった杏子は、あわあわしながら「行ってらっしゃい」と言うだけで精いっぱいだった。

　今からこの調子じゃ、この先が思いやられる……なんて思いながらも、俊一との同棲にドキドキが止まらない。そんな風に思いながら、彼女もまた出勤準備をし始めた。




　その日の夕方、仕事を終えた杏子は近くのスーパーに寄り、買い物を済ませ、同棲しているマンションへと向かった。

　マンションに着くと、一足先にエレベーターに乗り込んでいった人の顔がチラッと見えた。その顔に、なんとなく見覚えがあることに気づく。

（誰だっけなぁ……）

　そんなことを考えながら次のエレベーターを待っていると、突然背後から目隠しをされ、視界が真っ暗になった――。

「……!?　いやぁ！」

（えっ、何!?）

「おかえり、杏子」

「俊……くん？」

　へなへなとその場に座り込んでしまう。

　目隠しをした張本人は、同じく今帰ってきた俊一だった。ただ単に、驚かそうと思ってしたことだったのだが、彼女にとってはあまりに突然だったので、座り込んだまま表情がとんでもないことになっている。

「うわー、不細工な顔だなぁ。きれいな顔が台無しだぞ？」

「もう、俊くんっ！　誰のせいだと思って……っ。すっごくびっくりしたんだからね!!」

「悪い。そんなに驚くとは思わなかったんだって」

　彼女の手を掴み、引っ張って立ち上がらせると、腰を抱き寄せた。これまた突然だったため、今度は顔が真っ赤になる。そして、至近距離にある俊一の視線から目が離せない。

「そんなに見つめられると照れるんだけど？」

「べ、べ、別に見つめてないし！　もう、俊くんってば自意識過剰なんだからっ」

「へぇ、俺の勘違いね。そんな真っ赤な顔して言われても説得力ないけどな」

　そんなこと言いつつも、離してくれない。偶然にも他の住人が来ないことが、せめてもの救いだった。

（とりあえず、離してよ～～っ）

　その時、なぜか急に、さっきエレベーターに乗っていった人のことを思い出した。

「あぁ！」

　急に大声をあげた彼女にびっくりして、俊一は腰から手を離す。目をぱちくりさせ、何事かと言わんばかりの表情で彼女を見た。

「急になんなんだ？　大声出して」

「思い出したの！　さっきの人」

「はぁ？　何言ってんの？　俺はここに来てからお前しか見てないけど？」

「俊くんが来る前……私がここにちょうど来たときにね、エレベーターに乗っていく人がいたの」

「そりゃいるだろ。マンションだからな」

「そういうことじゃなくて！　見覚えのある顔だったの！」

「ふーん。で、誰だったの？」

「圭くん！　俊くんのお兄さん！」

　俊一のふたつ上である兄の雨宮あまみや圭吾けいごの名前が、彼女の口から出た瞬間、なんとなく俊一の顔色が変わった。

　杏子の記憶が正しければ、正統派イケメンで、俊一に負けず劣らずモテていたはず。

　圭吾が同じフロアに住んでいるというのは、前に杏子も聞いたことがあったため、容易に思い出すことができたのだろう。

「俊くん。圭くんにも挨拶したほうがいいよね？　私が俊くんと一緒に住んでること」

「しなくていい。もう知ってるから」

「あ、そうなんだ？　じゃあ、なおさら、挨拶したほうが良くない？」

「だからいいって！」

「……！」

　俊一から発せられる強めの言葉で、ふたりの間に変な空気が流れる。

「……そっか。うん、じゃあ……いっか」

「……ごめん。声を荒らげてしまった」

「うぅん、気にしないで。まぁ、とりあえず一ヶ月間のお試しだし……ね」

　妙な空気のまま、立ち尽くすふたり。

　なかなかエレベーターも下りてこないと思っていたら、ボタンを押していなかったことも判明。

（あっ、そりゃなかなかエレベーターのドアも開かないわけだわ……）

　無言でボタンを押し、ふたり揃って静かに待つ。他に誰もいないので、やけに周りの雑音が耳に響く。

（でも、なんで圭くんの話になった途端、機嫌悪くなったんだろう？　私、何か言っちゃいけないようなことでも言ったかな？）

　色々ぐるぐると考えているうちに、ようやくエレベーターの音が鳴り、ドアが開いた。そこへふたりが乗り込む。他に誰も待っていなかったので、俊一は「閉」のボタンを押した。

　ドアが閉まった瞬間、俊一は杏子を自分のほうへ抱き寄せ、荒々しくキスをする。

「んんっ……ちょっ……しゅんくっ……」

「黙って……」

　浮いた杏子の舌に容赦なく俊一の舌が絡んでいく。

「んぅ……っ、ふぁ……んっ」

（途中で誰か乗ってきたらどうすんの!?　っていうか、もうすぐ最上階に着いちゃう！）

「はぁ……っ」

　やっとの思いで、最上階に到着前になんとか、自分から俊一を引き離す。

「もうっ、どうしちゃったの!?　俊くんらしくないよ？」

「……ごめん。こんなとこでキスするつもりはなかったんだけど……」

「当たり前でしょ！」

（もしかして、圭くんの話をしたことに関係あるのかな？　だとしたら、私が悪い……）

　ふたりが住んでいる最上階に到着し、エレベーターのドアが開く。杏子が先に降りると、続いて俊一も降りる。重い空気のまま、玄関にたどり着いた。

　中に入り靴を脱いだ瞬間、俊一が杏子の手を取りリビングのソファへと連れて行く。そのままそこへ座らせ自分も座ると、ゆっくりと話し始めた。

「さっきは、大声出したり急にあんなキスしたりして、ほんとごめん」

「あぁ……うん。まぁ、それはもう、別に……」

「兄貴のことになると、なんていうか……ちょっと自分のことを抑えられなくなる時があってさ。それに、杏子には気をつけてほしくて、兄貴には」

　圭吾のチャラい性格をまだ知らないので、俊一の言うことに対して、頭の中には疑問符が浮かんだ。

「気をつけるってどういうこと？」

「杏子は知らないと思うんだけど、兄貴……自分の会社、あっ、前に少し話したうちのグループ会社のことだけど、そこで女性社員を弄んでるらしいんだ。家族のことをあまり悪くは言いたくないんだけどね。色々そっち方面の情報が耳に入っててさ」

「……そう、なんだ。なんか意外かも。昔はそんな軽そうに見えなかったんだけどなぁ。こう、なんていうか……普通に優しいイメージだったし」

　昔を思い出しながら話す彼女に、俊一はため息を吐く。

「まぁ確かに、昔は普通に優しかったよ。俺に対しても、親父やお袋に対しても。でも今は次期社長になるということを鼻にかけて、やりたい放題らしくてさ。親父も困ってるよ。仕事だけじゃなく、それが人間関係にまで及んでいるからね」

「そっか。色々大変なことになってるんだね」

「だから、極力今はまだ、杏子は兄貴と接触してほしくなくて」

　彼の真剣なまなざしに、首を縦に振るしかなかった。

　同じフロア内に住んでいるため、今日みたいに不可抗力で出会ってしまうのは避けられない。

「偶然会ったりはあると思うから、そういうのは仕方ないけど、わざわざ行かなくていいよ」

「うん、分かった」

　一瞬、変な空気が流れるが、それを断ち切ったのは杏子だった。

「よし、気持ち切り替えてご飯にしよう？　ね？」

「あぁ、そうだな。じゃあ、俺はお風呂を沸かしてくるよ」

「うん、お願い！　私はご飯作ろうっと」

　ご機嫌にキッチンに向かう彼女を見て、俊一は安堵のため息を漏らした。




　お風呂を沸かすと言っても、スイッチを押すだけ。勝手にお湯が出て適量まで入れ終わったら自動で止まる。

　俊一は、キッチンへ戻って来ると、背後から彼女を抱きしめる。

「えっ、ちょっと……包丁持ってるから危ないってば」

「それ、そこの台の上に置いて……こっち向いて？」

　チュッと首筋やうなじにキスを落とすが、包丁から手を離そうとしない。俊一はそれでもなおキスを続けようとする。

「だーめ。早くご飯食べてゆっくりしようよー。せっかく、ふたりとも早く帰ってきたんだしさ」

「俺は、ご飯より杏子を食べたい」

「……今の時代にも、それ言う人ほんとにいるんだね」

「ここにいるじゃん」

　このままだと、本当に色んな意味で危ないので、杏子は包丁を置いて振り返る。すると、俊一がすかさず唇を重ねてきた。

「んっ……ふっ……んんっ」

「杏子、口開けて……」

　言われた通り、軽く口を開けるとすぐさま俊一の舌がぬるっと滑り込んできた。杏子はだんだん息苦しくなり、俊一の胸あたりをバンバンと叩く。

「ごめん、ごめん。つい夢中になっちゃった。……あぁ、なんかほんとに、杏子のこと欲しくなってきたんだけど……」

「もう！　何言ってんの！　ほら、リビングで待ってて。ご飯作って持っていくから」

「はいはい」

（さっきからキスしてばっかなんだけど……）

　またもやお預けを食らった俊一だが、これ以上言ったら怒らせてしまいそうだと感じたので、おとなしくリビングで待つことにした。




　数十分後。

　料理を作り終わると、杏子はリビングにあるテーブルに運び始める。春巻き、さつまいもとえびのサラダ、焼き魚、味噌汁となかなかのおかずのラインナップ。質より量といった感じが、なんとも彼女らしい。

「ちょっと作りすぎちゃったかな？」

「大丈夫。これくらいならそんなに多いとは思わないよ。お腹も空いてるし、ふたりで食べればすぐに完食しそう」

「そうだね。じゃあ、いただきまーす」

「いただきます」

　向かい合って座り、食べ始めると、俊一の反応が気になり始める。何せ、俊一に手料理を作ったのが初めてだったから。

（口に合うかなぁ……）

　じーっと自分を見つめてくる彼女の視線を感じたのか、「美味しいよ」とひと言口にする。

「よかったー。これからも色々勉強して作るね！」

「うん、ありがとう。楽しみにしてる。でも、たまには俺にも作らせてね？　料理をすること自体は結構好きなほうなんだ。ストレス解消にもなるし」

「うん、分かった。俊くんの手料理も楽しみにしてる」

　お互いの手料理がふたりの口に合うと分かったので、ご飯だけはどちらが作っても大丈夫だということが分かった。










第四章











　一週間後の午後三時。

　杏子が書店の奥のほうの棚の整理をしていると、背後から「あ、いたいた。すみません……」声を掛けられた。誰だろうと思い振り向くと、そこにいたのは、俊一の兄である雨宮圭吾だった。




「やぁ、久しぶり。杏子ちゃん」

　見た目がいかにもチャラそうな圭吾がそこにいた。

「圭くん!?」

　まさか、この店にやって来るとは思ってもいなかったため、声が裏返ってしまう。それにこの間、俊一に「極力今はまだ、杏子は兄貴と接触してほしくない」と、言われたばかりだったから。

（どうしよう……。俊くんに言われたばかりなのに。でも、ここはお店だし、きっと本を買いに来ただけだよね？）

「どうしたの？　あまりに久しぶりすぎて、感動しちゃった？」

　彼は彼で調子のいいことを言いだす。

　彼女は、俊一とのことを抜きにしたら、圭吾と再会したのは素直に嬉しかった。俊一と同じくらい会ってなかったから。でも、素直に喜んでばかりもいられない。

「そんなことないけど……」

「そんなことないんだ？　まぁ、それはいいとして。俊一と同棲し始めたんだって？」

「えっ。……あぁ、うん。まぁ」

「何その歯切れ悪い感じ。一緒に住んでんでしょ？」

　このグイグイくる感じが、俊一とは異なる。

（なんかほんと、俊くんが言ってたように……チャラくなってる。昔はもっと優しい感じだったんだけどなぁ）

　俊一があぁ言ってはいたものの、どんな感じでチャラくなったのは想像がついていなかった。だけど、今少し話してみて、なんとなく分かった。

（うん、チャラいね）

「俊一ってどんな感じ？」

「どんな感じ……とは？」

「家で杏子ちゃんとふたりっきりのときは、どんな風にしてんのかなぁって思ってさ。あいつ、あぁ見えて結構グイグイくるっしょ？」

　そう言いながら、距離を縮めてくる圭吾は、自分が杏子にどう思われているかとか気にしていない様子。

（それは圭くんのほうでしょうが！　距離近いっ！）

「別にそんなグイグイ来ないよ」

　積極的な面は多々あるけど……と思っているのは、言わないことにした。

（まぁ、それがグイグイかと言われればそうかもしれないけど。圭くんのそれとはなんか違うし）

「ふーん、そっか。そういえば、俊一と会ったのも十年ぶりくらいなんだろ？　俺ともだけど」

「うん、そうだね」

（この間、エレベーターのとこで圭くんを見かけたことは言わないでおこう。ややこしくなりそう）

「じゃあさ、その間の俊一のこと知りたくない？」

　彼女の背後にある本棚のとこに軽く片手をついて、顔を覗き込む。いわゆる、壁ドン状態だ。壁じゃないけど。

　物理的な距離感もだが、妙に近づこうとする圭吾に、彼女の脳内で警鐘が鳴った。この男にはこれ以上、近づいたらだめだ……と。再び、俊一の言葉も頭をよぎる。

「私は今の俊くんがすべてだから、別に十年間の彼がどうとかは――」

「気にならない？」

「そ、それは……」

　気にならないと言ったら嘘になる。そう思ったことが表情に出てしまい、それを圭吾が見逃すわけがなかった。

「決まりだね。あっ、知ってるよね？　杏子ちゃんたちと同じマンションのフロアに俺も住んでること。俺の部屋は俊一の部屋に向かって右側の四部屋隣だから。今夜来て？」

「えっ……。それはさすがに無理だよ。部屋には行けない」

　自分の部屋に来いと言い出した圭吾に、それは断固拒否する。しかも、夜になんていけるはずがない。

「俊一に気を遣ってる？　大丈夫だよ。あいつは今日、帰り遅いでしょ？」

（なんでそんなこと知ってるの!?）

「……遅くないと思う」

　遅いのを知っていたがために、即答できなかった。素直に首を縦に振らない彼女に対して、業を煮やした圭吾は、耳元で――。

「大丈夫。俺のとこへ来たことは絶対に誰にも言わないから。もちろん俊一にも。それに俊一が帰ってくるまでに部屋に戻れば分かんないでしょ？」

「……っ」

「俊一が、親父の会社の次期社長って言われてるのは知ってるよね？　俺がそれを白紙に戻すことだってできるんだよ？　そしたら、あいつの居場所はなくなる」

　ついに圭吾は脅し始める。今の圭吾ならやりかねないと感じた杏子は、ついに首を縦に振った。

「……分かった。今夜いくから、そんなことは絶対にやめて」

「うんうん。素直でいい子だね、杏子ちゃん。まぁ、それは昔からだったけど」

（圭くん……。いつからそんな卑怯な人になっちゃったの？）

　杏子は俯いたまま、顔を上げられずにいると、そこへ母がやって来た。

「あらぁ～、まだ圭吾くんいたの？」

「はい、いました！　おばさん、さっきはありがとね！」

「いえいえ、そんなことはいいのよ～。もう帰ったのかと思ってたわ～。奥のほうで杏子と誰かが話してるなぁと思って来てみたら、まだ圭吾くんがいてびっくりしちゃった。なんなら、その辺のカフェで話してきてもいいのよ？」

（お母さん！　余計なこと言わないで！）

「いえ、俺はこれで！　またね、杏子ちゃん、おばさん！」

「またいらっしゃいね～」

　涼しい顔して店を後にしていく圭吾をよそに、彼女の表情はだんだん暗くなっていった。

　何も理由を知らない杏子の母は、

「圭吾くんもお父様のグループ会社で働いてるんだっけ？　すごいわよね～、あの親子って」

「…………」

「杏子？　どうしたの？　暗い顔しちゃって。久しぶりに圭吾くんに会えたっていうのに」

（だからだよ！　それが理由だよ!!）

「今は会いたくなかったのに……」

「ん？　なんか言った？」

　母の耳にはその言葉は聞こえていなかった――。




　その日の午後六時半。

　俊一の帰りが遅いことを知っている杏子は、家に帰ったあと、軽く夕ご飯のおかずだけ作り冷蔵庫に入れると、家の中の電気をつけたまま家を出た。

　そして昼間に圭吾に言われた通り、右の四つ隣の部屋のインターホンを鳴らす。

（話を聞いてすぐに帰る！　今の時間ならまだ俊くんも帰ってこないし。長居は厳禁！）

　そう自分に言い聞かせていると、目の前のドアが開いた。

「……ほんとに来たんだ？」

「えっ？　今、なんて――」

「うぅん、なんでもないよ。来てくれたんだねって言っただけ」

（そんな言葉じゃなかったような気がするんだけど……）

「どうぞ、入って」

　圭吾はドアを大きく開けて、彼女を中へ招き入れた。

「お邪魔します……」

　杏子が中に入った瞬間、圭吾はそっとドアの鍵を閉めた。

「まぁ、適当に座ってて。紅茶でもいい？」

「あ、うん……」

　ソファに座ったものの、なんとなく落ち着かない様子。警戒している圭吾の部屋だからなのか、なんなのか。

「杏子ちゃん、俊一とは偶然再会したの？」

「そうだよ」

　キッチンから顔を出し、普通に話し始める圭吾を見て、少し落ち着き始める。

　考えすぎだったのかと思い直していると、圭吾がカップをふたつ持ってリビングへ戻ってきた。

「はい、どうぞ。まぁ、ゆっくり飲んで」

「ありがとう。……さっそくだけど、俊くんのこと――」

「ん？　なんのこと？」

「えっ……？　再会前の俊くんのこと教えてくれてるって昼間に」

「そんなこと言ったっけ？」

　杏子が手に持っていたカップを圭吾がテーブルに置く。すると、その瞬間、杏子は圭吾にソファへと押し倒されてしまった。両手をソファに組み敷き、上に跨がり、身動きが取れないようにする。

「ちょっ、圭くん!?」

「知るわけないじゃん、そんなの。俺は高校卒業してから俊一とは一緒に住んでなかったんだし」

「だって、今日お店に来た時にっ……」

「そうでも言わないと、来てくれなかったでしょ？　杏子ちゃん」

「だからって、こんなっ！　……退いて！」

　力いっぱい腕を動かそうとするが、圭吾に押さえられビクともしない。圭吾は不気味な笑顔で、彼女の顔に近づく。

（やだっ！　怖い……っ）

「俊一に、俺に近づくなとか言われなかったの？　まぁ、言われてたか。昼間はちょっと警戒してたみたいだったし」

「……っ」

　唇が触れそうなギリギリのところで、圭吾は近づくのを一旦やめて、顔を上げる。

　ぎゅっと目を瞑りキスされるのかと思っていたが、唇に何も触れないことに気づき、そっと目を開けた。

「……最初は俺が継ぐはずだったんだ。親父の跡。俊一が就こうとしてる席は俺のはずだったんだよ！」

「……っ！　そ、そうだったんだ……」

（それと私の今の状況って、どう関係してるの……？）

「なのに……あいつ、俺の席を奪いやがった」

「でも、圭くんもグループ会社の次期社長だって、俊くん言ってたよ？　違うの？」

　次に圭吾が何をしてくるか分からない状態のままだが、とにかく圭吾を落ち着かせようと話を聞くことにした。ただでさえ、興奮しているため、へたに騒いだら逆上しかねない。

「違わない。そうだよ、グループ会社の次期社長にって言われてる。でも、だめなんだよ！　どこでも社長は社長だって言われるかもしんないけど、俺はあの会社を継ぎたかったんだ」

　圭吾がそこまで父親が在籍している会社にこだわる理由が、彼女にはまるで分からない。




　その頃、仕事が速く終わり、予定より一時間ほど早く家に帰ってきた俊一は、電気がついているにもかかわらず、杏子がいないことを不審に思っていた。

　どこかに行くとかも聞いていなかった俊一は、杏子に電話をかける。




　――～～～♪♪




　突然鳴り始めた、杏子の携帯電話。

　俊一からの電話だけは着信音を他と変えていたのため、今鳴っている電話が俊一だということにすぐに気づいた。

「電話うるさいっ。ったく、誰だよ……」

（あっ、携帯見ないで!!　俊くんだってバレてしまう！）

　圭吾は、近くにある彼女の鞄から見えていた携帯を取り出し、液晶を確認する。着信画面に表示されているのはもちろん、俊一の名前だった。

「早くね？　たしか今日は遅いって言ってたよな」

（そう、それ！　なんで圭くんが知ってるの!?）

「あっ、なんで知ってるの？　って顔してるけど、おばさんから聞いてたんだよね。偶然だけど。杏子ちゃんに話しかける前に、入り口で会ったからさ」

　ニヤリと笑いながら話す圭吾に、もう今は恐怖しかない。

「出ないと怪しまれるよね？　俺が出てあげる」

「だめっ！」

　制止もむなしく、あっけなく出られてしまう。

「もしもし？　俊一？」

「きょう……えっ、兄貴？　なんでお前が杏子のスマホに出るんだよ!?」

「さぁ？　なんででしょう？　１、俺と遊んでるから。２、俺の家にいるから。３、俺と楽しいことをしようとしてるから。さて、ど～れだ？」

（なんてこと言うの!?　圭くん！）

　杏子は両手が今は自由なため、起き上がり必死に圭吾から携帯電話を取り返そうとするが、そううまくいくわけもなく……。

「ふざけるな！　杏子に代われ！」

「俊一、それ答えになってないよ。せっかく、三択問題出してあげたのに……。正解は全部でした！」

「兄貴、まさか杏子に手、出してないよな!?」

「だから、さっき言っただろ？　楽しいことをしようとしている、って。ちょうど今からそのつもりだったのに、お前が電話なんかかけてくるからさ～」

　そう言って、通話のまま、杏子のスマホをテーブルに置くと、杏子は再びそのまま押し倒され、ソファに両手を押さえつけられる。

　圭吾が電話に出ているときも、跨がって乗っかられていたため、逃げようにも逃げられなかったのだ。

「いやっ！　助けて！　俊くん!!」

「杏子！　今、兄貴の部屋にいるんだよな!?　待ってろ！」

　テーブルの上に置かれているスマホから、かろうじて俊一の声が聞こえた杏子は、俊一が助けに来てくれると信じていた。

　プツッと電話が切れたかと思うと、すぐに圭吾の部屋のドアが荒々しくノックされる。

「兄貴！　ここを開けろ!!　おいっ！　マジふざけんな!!」

　普段、俊一からは聞かないような荒れた言葉が、少し離れたドア越しに聞こえてくる。

「開けろって言われて、すぐに開けるバカはいねぇよ。さぁ、杏子ちゃん……俺と遊ぼうか。俊一とはもう、シたんでしょ？」

　そんな質問とともに、片手は彼女の両手を頭上で押さえつけ、もう片方でブラウスを捲り上げられる。すると、可愛い感じの下着が丸見えになった。

「へぇ、これが俊一の好みなの？」

「……っ！　俊くんとはまだ――」

「あれ？　まだシてないんだ？　ははっ。じゃあ、俺から先に――」

　――ドンドンドン、ドンドンドン！

　俊一がドアを叩いている音は鳴りやみそうにもない。そのうちに、ドアをぶっ壊してでも中に入ってきそうな勢いだ。

「あぁ、もううるさくて、集中できねぇ！　……ったく、分かったよ！」

　そう言いながら、ソファからおりて玄関へと向かう。

　杏子もすばやく服を整え、携帯電話を鞄に入れ、後を追った。すると、玄関には血相を変えた俊一が立っていた。

「杏子！」

「俊くん！」

　俊一が彼女の手を引き、自分のほうへ抱き寄せる。ドアは閉まっているため、俊一とドアの間に杏子を隠す感じで移動させた。

「ナイト様のお出まし、早いだろ。もう少し楽しませてくれてもいいのに……」

「はぁ？　何言ってんだよ！　杏子をこんな目に――」

「俺は俊一、お前のことが嫌いだ」

「……っ。それと杏子とは関係ないじゃないか！　彼女を巻き込むな」

　今はどちらかというと、圭吾よりも俊一のほうが興奮している。それをひしひしと感じていた彼女は、「とりあえず、中で座って話さない？」と提案。ふたりも納得し、この圭吾の家のリビングで話すことにした。




「ほら、とりあえず……座ろう？」

　なぜか、一番被害に遭っている杏子が仲裁役をかって出ている。

　座って話し始めるころには、圭吾も俊一も少しは落ち着きを取り戻していた。

「兄貴、俺のことは嫌いでも構わない。だけど、杏子を傷つけることだけは絶対に許さない」

「圭くんも知ってるんだよね？　私と俊くんが結婚前提にお試し同棲してるってこと」

「うん、知ってるよ。そういうのも含めて、鬱陶しいんだよ。お前らふたりが。そんな浮ついた状態で、俊一も親父の跡を継いで次期社長だとか言われて。俺は……ずっと親父の跡を継ぐつもりでいたのに」

　圭吾は今思っていることを吐き出した。杏子は、自分が何か言える立場でもないので黙っていると、俊一が口を開く。

「兄貴、俺と杏子が結婚するのは、親父たちが言いだしたことなんだ。俺たちの親父と杏子のお父さんがお互いに話してたらしい」

「はぁ？　なんだよ、それ……」

　どうやらこの話、圭吾は初耳だったらしい。

「まったく結婚の陰すら見えない俺と杏子を心配して、俺たちならうまくやっていけるんじゃないか……みたいな話になったんだって。俺と杏子も食事の場で初めて聞かされたんだ。当の本人たちをさしおいて、親父たちが一番ノリノリだったよ」

　落ち着いたトーンで、でも、やれやれといった感じで話す俊一に、圭吾もだんだん落ち着いていく。

「じゃあ、杏子ちゃんもその話にのったってことだろ？」

「のったっていうか……、私も俊くんとならアリかなって思ったの。あっ、軽いノリとかじゃなくてね」

「いきなり結婚ってのもなんだし、俺が、とりあえず一ヶ月のお試し同棲でって提案したらＯＫしてくれてさ。今一緒に住んでるってわけ。一応確認だけど、兄貴……杏子のこと好きとか言わないよな？」

「言うわけないだろ。ただの昔の幼なじみとしか思ってねぇよ。……ごめん、杏子ちゃん。俺たちふたりの跡継ぎ問題に巻き込んじまって……」

　先ほどまでとは違い、素直に謝る圭吾。あのさっきまでの勢いはもうすでになかった。

「兄貴がそんなにうちの会社を継ぎたいっていうなら、俺は別に――」

「いいよ。そのままでいい。なんかもう、どうでもよくなった」

「えっ？　圭くん……？」

「勘違いすんなよ？　やけになるほうのどうでもいいじゃない。吹っ切れたってほうの意味だから」

　どうやら、圭吾は圭吾で自分の中でケリをつけたらしい。今のまま、父親のグループ会社の次期社長になることを承諾した。

「兄貴はそっちのほうが合ってると思うよ。うちの会社とはまた方針とかも異なるし。兄貴の性格的には今いる会社のほうがいいと思う。兄弟としてのアドバイス」

「あぁ、そうかよ。ったく、婚約者がいる奴は言うことが違うな」

「ははっ、ひねくれんなって」

「うるせぇ……」

　いつの間にか、和やかな空気になっていた。彼女はホッと一息つくと、隣にいる俊一に頭を撫でられた。

「悪かったな。兄貴が迷惑かけて」

「うぅん、大丈夫だよ。俊くんも……助けに来てくれたし？」

「……っ。今、そういうこと言うなって」

「あぁ、もう！　そういうイチャイチャは部屋に帰ってしろよ。鬱陶しい！」

　手でふたりを追い払うジェスチャーをする。元はと言えば、ここにいるのは圭吾のせいなのだが。

「誰のせいでここにいると思ってんだよ」

「まったくだね！」

　俊一に同調するように文句を言う。巻き込まれたのだから、それくらい言っても罰は当たらないだろう……そう思っている。

　ふたりは立ち上がると、圭吾の部屋を後にし、自分たちの部屋へ戻っていった。




「杏子、ほんと申し訳なかった。兄貴が会社のことであんな風に思っていたことをまったく知らなかった。たまに、俺が兄貴の会社へ用事があって行ったり、兄貴がこっちへ来たりすることはあったんだけど、ほとんど口もきいていなかったから」

「すごくびっくりしたし、圭くんのこと……少し怖かった。私の中での圭くんは、あんなことするような人じゃなかったし」

（脅されたことはもう、言わないでおこう）

「俺も最初、周りから兄貴がチャラくなったって聞いたときは、正直……耳を疑ったんだ。少なくとも、高校卒業したあたりまでの兄貴はそんなことなかったからさ」

「だんだん色んな気持ちが芽生えてきたんだろうね。特に俊くんに対する、その……嫉妬とか？　俊くんのほうの会社を継ぎたかったみたいだし」

「俺もそれが意外だったんだよ。そんなこと今までに、誰からも聞いたことなかったし。兄貴のことだから、そんな風に思ってたら、誰かには話しそうだけど」

　俊一が首をかしげながら不思議そうに話すと、「そうだねぇ」と相槌を打った。

　口に出して話さなければ分からないこともある。口に出してようやく分かり合えることもある。考えているだけじゃ、思っているだけじゃ……伝わらないことはこの世の中にたくさんあるのだと、改めてふたりは思った。

「そういえば、俊くん。今日は帰りが遅くなるんじゃなかったの？」

「あぁ、その予定だったんだけど思いの外、早く終わったんだ。それで帰ってきたら、電気をつけっぱなしで杏子の姿が無かったから、電話をかけてみたら、兄貴の部屋にいることが判明したってわけ」

「……そっか。早く終わってくれてよかった」

「ほんと、今日ばかりは自分の仕事の手際よさに感謝だな」

　そっと彼女を抱きしめ、首筋に顔を埋める。

（……！　流されちゃだめ！）

「しゅ、俊くん！　ご飯食べよ？　ほら、もうでき上がってるし……ね？」

「お前さ、そうやっていつも……。分かったよ」

「よし、じゃあ、準備しちゃうね！　すぐできるから、リビングで待ってて。お腹空いたねー」

　俊一からパッと離れると、キッチンへ行き、すでに作ってあるおかずなどを冷蔵庫から取り出し、お皿に盛りつけていく。

　この時、同棲し始めて約一週間だったが、彼女はまだ、俊一とのこれからに不安が拭いきれていなかった。

　圭吾の問題は早々に片付いたが、杏子自身、俊一といい感じなればなるほど、本当にこのまま俊一と一緒にいてもいいのだろうかという考えが、心の中から消えなかったのだ。

（俊くんがすごくよくしてくれるのは嬉しいし、私もそれに応えたいって思うんだけど）

　俊一が次期社長になるという話を聞かされているからこそ、ただの幼なじみの自分がそんな人と結婚なんかしてもいいのか、自分なんかよりもっとふさわしい女性がいるのではないか、と思う気持ちが彼女の本音だった――。




　それから一週間くらい経ったある日の夜。

　仕事から帰ってきた俊一は、杏子に元気がないことに気づく。

「杏子……？　何かあった？」

「ん？　何かって？」

「いや、なんとなく元気がないような気がしたから。今日だけじゃなく最近元気ないだろ？」

　俊一は顔を覗き込みながら聞くが、彼女はそれを避けるように俊一の視線から外れる。

（あっ、今のは……やっちゃだめなやつだよね。俊くん怒ったかな？）

「仕事で疲れてるだけだから、大丈夫だよ」

「ふーん……仕事で、ね。そんな感じには見えないけど？」

「ほんとだってば！　本人が大丈夫って言ってるんだから、大丈夫だよ」

　そこまで言われてしまっては、俊一もそれ以上何も言い返せなかった。これ以上言ってしまうと、喧嘩になってしまいそうだったので、今は身を引くことにした。

「まぁ、何かあったらいつでも相談して？」

「うん、そうするね」

　どことなくよそよそしい杏子に、俊一は肩を落とした。




　この日を境に、俊一は忙しくなり、家に帰ってくる時間も遅くなり始める。杏子は帰ってくる時間は変わらないため、毎日の夕ご飯を作ることにした。

　俊一から「何時になるか分からないから、先に食べてていいよ」と言われているため、少し寂しいが、先に食べて帰りを待つことにしている。

　最初のうちは、そう言われても先に食べずに待っていたのだが、そうすると、無理して少しでも早く帰ってこようとしているように感じたので、逆に俊一に気を遣わせてしまっているような気がして、先に食べることにしたのだった。

（少しでも俊くんに負担かけないようにしないと……）




　そんなある日の夜。

　珍しく、俊一がいつもより少し早く帰ってきた。杏子が夕ご飯の準備をしていると、玄関のドアが開き、「ただいまー」という声が聞こえたのだ。

「おかえり、俊くん！　今日は少し早かったんだね」

「あぁ。たまには杏子とゆっくりご飯を食べたくてな」

「ふふっ。もう少し待っててね」

「着替えてくるよ」

　そう言ってネクタイを緩めながら部屋へと向かっていった。

　――十五分経過。

　杏子が夕ご飯の準備を終えて、リビングで待っていても戻ってくる気配がない。

（あれ？　どうしたんだろう？）

　もしかして、あまりの仕事の忙しさに倒れてしまっているのでは……と不安になった杏子は俊一の部屋へ。

「俊くん？　大丈夫？」

「…………」

　声をかけるが反応が一切ない。物音すらしていない。

　心配になった杏子は、「開けるよ？」と一声かけてからドアをゆっくりと開けて、中に入る。すると、俊一はベッドで規則正しい寝息を立てて眠っていた。

　どうやら、着替えは終わっているようだ。

（やっぱり、疲れてたんだね……。しばらくこのまま寝かせておこうかな）

　俊一の頭を撫で、じっと見つめる。

（最近、一緒に寝てないし、久しぶりに見たかも。俊くんの寝顔）

「ふふっ。なんか、可愛い……お疲れ様」

　ゆっくり寝かせておこうと思い、ベッドから離れようとすると、不意に腕を引っ張られた。

　その反動でベッドに倒れ込み、俊一に覆いかぶさる体勢になってしまう。

「ちょっと、俊くん！　起きてたの!?」

「うーん、『可愛い……お疲れ様』あたりで目が覚めた。でもなんか、頭を撫でられてたような気もするんだけど、気のせい？」

「……気のせいじゃない？」

「そっか。で、今の間は何？　いつから俺の奥さん候補の人は、そんな嘘をつけるようになったんだ？」

「えっ！」

　「俺の奥さん候補」という言葉にドキっとする。けして間違っているわけではないが、どうも引っかかる。

（その奥さん候補……ほんとに私で大丈夫なのかな？）

「なんで、そこで黙り込むんだよ。今までみたいに言い返せばいいのに」

　そう言って、目の前にある彼女の頬にチュッとキスをする。すると今度は珍しく、杏子のほうから俊一の唇に軽く触れる程度のキスをした。

「いつの間にそんな可愛いことができるようになったんだ？　まぁ、俺としては嬉しいけど」

　そう言うや否や、俊一はそのままグイっと杏子を抱き寄せ、キスの雨を降らせる。舌が絡み合い、小さな声を漏らしながら、杏子は俊一の頭を抱きしめる。

「んぅ、ふ……んっ、はぁ……んっ」

「……っ。杏子……そういえば、ここに何しにきたの？」

「えっ？　あっ、そうだった！　ご飯の準備できたから呼びに来たの」

「なんだ、そんなことか。じゃあ、続きを――」

「だめっ。ご飯食べよ？　最近、一緒に食べられてないし……ね？」

　しゅんとした表情で言われてしまったら、俊一も嫌だとは言えなかった。なんだかんだで、彼女には弱いのだ。

　杏子が俊一から離れてベッドから降りると、俊一も、やれやれといった感じでベッドから降り、一緒にリビングへと向かった。




　夕ご飯を食べ終え、お風呂も入り、杏子はソファでごろごろしていると、お風呂上がりの俊一が上半身裸でやって来た。

　さすがにこの光景にはもう見慣れたので騒ぎはしないが、相変わらず目のやり場には困る。

「別に俊くんの家だから、どんな格好しててもいいけどさ……もう少しこうなんていうか……」

「照れてんの？」

「照れてないし！」

「じゃあ、いいじゃん。……もう少しそっちへズレて。俺も隣に座るから」

（マイペースだなぁ……。まぁ、いいけど）

　言われた通り、少し横にズレると、俊一が隣に座る。すると、彼女の肩を抱き寄せた。

「……っ！」

「杏子に話があるんだけど」

「えっと……それはこの体勢で話すようなこと？」

「最近、忙しいから少しでも杏子とこうしてたいんだけど、だめ？」

　俊一の「だめ？」に弱い彼女は「いいよ……」と言うしかなかった。

　ゆっくりと話し始める俊一の隣で、改まって何を話されるのかと心配な面持ちで、俊一のほうを見る。

「そんな顔されるとキスしたくなる」

「話があるんでしょ？」

「はいはい、そうでした。ったく、ほんと杏子は厳しいなぁ」

　一呼吸おいて、話し始めようとすると――。

「あっ、待って。やっぱり、私から話してもいい？」

「えっ、いいけど。杏子も何か話があったんだ？」

「うん。……そろそろ、お試しの同棲期間が半分くらい終わるじゃん？　最近、ひとりでいることが多かったから、色々考えてて。自分なんかが俊くんとこれからも一緒にいていいのかな？　とか、俊くんにはもっとふさわしい人がいるんじゃないのかな？　とか……さ。正直、不安なんだよね」

　思っていることを単刀直入に伝える。それを聞いた俊一は、どことなく険しい表情をしているが、すぐに言葉を口に出さない。

　彼なりに、どう答えれば安心してくれるか考えているからだった。だが、その表情を見て、困らせてしまったと思った杏子は、俯いてしまう。

「ごめん。急にこんなこと言われても困るよね。忘れていいよ。はい、じゃあ俊くんの話聞かせて？」

「待って。困ったわけじゃないよ。あっ、いや……少し困ったのは確かだけど、そんなに真剣に考えてくれてたのかと思うと、簡単な言葉で返したくなかったっていうか……」

「俊くん……」

　やっぱり、自分のせいで俊一を困らせてしまっていると勘違いした杏子は、ソファから立ち上がり自室へ行こうとするが――。

「待って。まだ俺の話が終わってないんだけど」

「そうだった！　ごめん。あっ、でも今の私の話はもう忘れてね」

「うーん、それにも少し関係してるといえばしてるんだけど」

（どういうことだろう？）

　前置きをした上で、話し始める。杏子も再びソファに座り、俊一が何を話すのだろうとドキドキしながら続きを待つ。

「今週の日曜日、空いてる？」

「えっ？」

　なんの話かと思いきや、まさかの予定の確認だった。拍子抜けし、動きが止まる。もっとこう、大事な話かと思っていたのだ。

「まぁ、うん……空いてるけど、どこかにふたりで出かけるの？」

「ふたり、ではないかな。詳しくはまたその時に話すよ。でも、一緒には出られないんだ」

「そうなんだ……？」

　益々意味が分からなくなり、何をどこまで聞いていいのやら、軽く戸惑う。

（なんか、よく分からないけど、日曜に俊くんとどこかで会うってことだよね？）

「日曜の午後八時に、ミルサワホテルに来てほしいんだ」

「ミルサワホテルって、あの大きくて有名なとこだよね!?　そんな場所で何があるの？」

　予想外の待ち合わせ場所に驚きを隠せない。でも、俊一はそれ以上、何も話そうとはしなかった。

「詳しくはその時に話すから。フロントで名前を言ってくれたら、俺がいるとこに案内してくれると思うから、きちんと名前を伝えてね」

「……うん、分かった」

　そこまで言われてしまっては、そう返すしか選択肢がなかった。

（何があるのかくらい教えてくれてもいいのに。私のさっきの話と少し関係してるって言ってたよね？）

　さらに訳が分からなくなってしまった。もうこれ以上その日曜のことは考えても仕方ないと思い、考えるのをやめた。考えたところで、答えは出ないのだから。

「じゃあもう寝るね。おやすみ、俊くん」

「あぁ、おやすみ」

「…………」

「ん？　どうした？」

「うぅん、なんでもない。じゃあね」

（おやすみのキスくらいしてくれるのかと、少し期待していたのに……。って、それはさすがにないか。私も色々不満を打ち明けたすぐだしね）

　自室に行き、ベッドに寝転がると、疲れていたのかすぐに夢の世界へと入っていった。
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　約束の日曜日。

　杏子が目覚めるとすでに俊一は出かけた後だった。

　俊一との約束は午後八時。

　特に今日はこれといった用事がないため、たまには家でのんびりするのもありかと、出かける時間までは家にいることにした。掃除したり、料理の作り置きを作ったり、ためている録画の連続ドラマを観たりと、休みの日にしかできないようなことをしているうちに、あっという間に時間は過ぎていく。

　お昼ご飯も軽く食べて落ち着いたのが、午後五時。

（ミルサワホテルまで、どれくらい時間かかるんだっけ？　っていうか、服装どうしよう!?　あんな豪華なホテルで待ち合わせなのに、普段着ってわけにもいかないよね……）

　服装に迷ったが、今持っている中で一番おしゃれなものを着て行くことにした。清楚な感じのワンピース。

　俊一からは、そこへ来てほしいと言われているだけで、理由をまったく知らされていないだけに、いったいそこで何があるのか気が気ではなかった。




　タクシーで、ミルサワホテルまで向かう。

　中にこそ入ったことはないが、とても有名なホテルで、芸能人たちの結婚式や大きなイベントなども度々行われてる場所だ。

（私なんかが足を踏み入れていい場所じゃない気がするんだけど。かといって、ドタキャンするわけにもいかないし）

　微妙な気持ちのまま、タクシーは目的のホテルに到着。

　杏子はタクシーから降りると、言われていたフロントへと足を進めた。




　フロントに着き名前を告げると、奥からひとり女性が姿を現した。

「中谷杏子様ですね？　お待ちしておりました。こちらへどうぞ」

「えっ、は、はい……」

　言われるがままついて行くと、ある一室へと通された。その部屋には、女性がふたり待機している。

（誰……？　この人たち）

「それではよろしくお願いいたします」

　案内してくれた女性はそう言うと部屋を出ていった。

「では中谷様、始めましょうか」

「ちょっと待ってください！　何を始めるんですか？　私、俊く……あっ、雨宮さんから何も聞いてなくて――」

「大丈夫ですよ。何も怖がることはございませんので」

　そうは言われても、こんな豪華なホテルに呼ばれ、訳も分からず部屋に連れてこられて着替えを要求されたら、普通なら警戒して当たり前。

　怖がる怖がらないとかの問題じゃない。

　ふたりの女性はいったい何者なのかも分からない上に、着々と、着替えであろうドレスを鏡の前にいる私にあてていく。

「これもお似合いだと思いますが、佐藤さんどう思います？」

「そうねぇ。中谷様の顔立ちだと、こっちのシンプルなほうが引き立っていい気もするんですよねぇ。それに後のことを考えると、あの方はこっちのほうがお好みなのでは？」

（後のこと……って何？）

　ふたりのうち、ひとりは「佐藤さん」という人らしい。今のところ、分かった情報はそれだけ。杏子が何も言わないのをいいことに、次々とドレスが鏡越しに変わっていく。

「あ、あのっ！　これからいったい何があるのですか？　私はどこへ連れて行かれるのでしょうか？」

　やっとの思いで尋ねると、佐藤さんと呼ばれていた人が口を開いた。

「雨宮新社長からは、まだ何も言うなと言われておりまして……申し訳ございません」

　どうやら、やはりこのふたりの女性は俊一の会社の人らしい。

（……！　今、さらっと聞こえてきたけど、「雨宮新社長」って言った？　俊くんのことだよね？）

　色々考えているうちに、着るドレスが決まったらしく、早速そのドレスに着替えることになった。

（何がどうなってるの!?）




　あっという間に、着替えさせられヘアメイクまでバッチリ完了。もちろん、靴まで準備されていて、それに履き替えさせられた。

「さぁ、行きましょうか。中谷様」

（だから、どこへ!?）

　佐藤さんともうひとり女性に連れられ、何やら中がざわざわしている会場っぽいところの前までやって来た。

「では、行ってらっしゃいませ」

「えっ……」

　そう思ったのも束の間、目の前の扉が、そのふたりの女性によってゆっくりと左右に開かれた。




「今、あの入り口に立っている女性が、私の婚約者の方です」

　その声の主は、俊一だった。

　ドアが開いた瞬間、会場にいる全員の視線が彼女に集中した。

　そして「おぉ！」といういくつもの声が重なって聞こえてくる。

　突然、降ってわいた言葉に思考回路がショート寸前だ。

「……っ!?」

（な、な、何!?　俊くんがいて……他の人たちが私を見てる……？　これどういう状況なの？）

　ステージの中心にいた俊一が、ゆっくりと彼女の元へとやって来て手を取り、会場の中へと連れて行く。そして、皆の視線を浴びる中、俊一と共に前方のステージに立つ。未だに状況がつかめていないが、俊一が「新社長」になったってことだけはかろうじて把握した。でも、それと自分がここに立っている理由が結びつかない。

「ねぇ、俊くん。これ――」

「後で話すから。とりあえず合わせて」

　俊一に耳元でそう囁かれた上に、こんな場所に立ってしまっては、もうおとなしくしているしかなかった。

　俊一は再びマイクを手に持ち、改めて彼女を会場にいる人たちに紹介し始める。

「改めまして、本日は私の社長就任パーティーにお越しいただき、ありがとうございます。驚かれた方もいらっしゃるかもしれませんが、本日はもうひとつご報告がございます。私、雨宮俊一は隣にいる中谷杏子様と結婚いたします。お互いにまだまだ未熟ではございますが、あたたかく見守っていただけますと幸いです」

　挨拶が終わると、一礼し前を見据える俊一。

　周りが一斉にざわつき始める。拍手をする者、祝福の言葉を叫ぶ者など、一気にお祝いムードが高まった。だが、ひとりだけ状況をのみ込めていない人がいる。

「俊くん、どういうこと……？」

「驚かせてごめん。実は今日、俺の社長就任パーティーだったんだ。そこで、杏子のことを婚約者として紹介しようと思ってて。周りには、杏子に言わないよう口止めしてた。ほら、あそこには杏子のご両親もいるだろ？」

　俊一が指さすほうを見ると、確かに端のほうで杏子の両親が笑顔で手を振っている。

（お父さんもお母さんも知ってたってこと!?）

「杏子……俺と結婚してほしい。絶対に幸せにするから」

「うんっ！　ふつつか者ですが、よろしくお願いします」

　周りがざわついているため、ふたりの会話はふたりしか聞こえていない。

　額と額をコツンと合わせ、微笑み合った。

　この瞬間、不安は安堵へと変わる。今まで、俊一のそばにいてもいいのかという不安で押しつぶされそうだった気持ちも、一瞬にして、嬉しさに変わったのだ。

（これからもこの人のそばにいていいんだ……！）

「そうと決まれば……杏子、行こうか」

「えっ、どこへ？」

　俊一が再びマイクを手にすると、会場内もいったん静かになった。

「今日はたくさんお料理も用意しております。心ゆくまでご堪能ください」

　そう一言挨拶をすると、彼女の手を握り会場を後にする。

　そして、近くにあるエレベーターに乗り、最上階を目指す。連れてこられた先は、もちろん……スイートルームだった――。




「さぁ、入って？」

「う、うん……」

　中に入ると、窓からは今までに見たことのないような最高の夜景が広がっている。その夜景を見ながら、ふたりは話し始めた。

「急にこんなことになってごめん」

「もしかして、私がこの間あんなこと言ったから？」

「いや、それは関係ない。それよりも前から社長就任に向けて準備は進んでいたんだ」

「そっか。でもほんとびっくりしたよ。何も知らずにここに来たと思ったら、会社の人に着替えさせられちゃって、あっという間に会場に連れてこられたから」

　言葉こそ驚いている風だが、話し方は嬉しそう。俊一の顔を見て、ふふっと柔らかく笑った。

「それはほんと悪かったって思ってる」

「ほんとにー？」

　冗談交じりで、疑いの目まなざしを向ける。

「ほんとだって。……なぁ、杏子、ほんとに相手が俺でいいのか？」

「あははっ。なんでそれを俊くんが言うの!?　プロポーズしたの俊くんだよ？」

「だってほら、あの場では杏子がもし嫌だったとしても、断れる雰囲気じゃなかっただろ？」

　あれだけ大勢の人の前で婚約者だと紹介されてしまっては、よほど嫌いじゃない限り、なかなか断れる人もいないだろう。それも想定した上で、俊一が杏子を呼んだのかどうかは……定かではない。

「私は嬉しかったよ。俊くんにあんな風に紹介してもらえて。もちろん、すごく驚いたけどね」

「まだ同棲も一ヶ月経っていないし、もう少し待つことも考えたんだけど、この間の杏子の気持ちを聞いたら、少しでも早く安心してもらいたくなってさ。それに、俺も安心したかった。今までは同棲しているただの幼なじみだったから」

「ただの幼なじみ……か」

　一瞬、彼女の表情が曇る。それを俊一は見逃さなかった。

「あっ、勘違いするなよ？　お互いに好き同士だってことは分かっていたけど、どうにもその枠から抜け出せてなかった気がしたんだ」

「まぁ、たしかに。それは言えてるかも」

「杏子、大好きだよ」

「私も、好き」

　それは、お互いに「幼なじみ」という枷が外れた瞬間。

　俊一が杏子をお姫様抱っこしベッドへと運び、そっとおろす。

「ずっと我慢してきたんだけど、もういいよな？」

「うん。あ、でも……やっぱり、先にシャワーだけ浴びたいな」

「却下。もう俺、限界なんだけど」

「えっ、あの！」

　何か言おうとしたにもかかわらず、俊一はベッドに座っている杏子のドレスの背中のファスナーをゆっくりと下げる。

「このドレス、脱がせやすくていいな……」

「なっ！　も、もしかして……」

「ん？　どうした？」

「いや、なんでもない！」

（着替えてるときに、あの女性が言ってた「後のことを考えると、あの方はこっちのほうがお好みなのでは？」ってこのことだったの!?）

　思い出しただけで、ボッと顔を赤くする。そんなことまであのふたりが考えていたかと思うと、恥ずかしくてたまらない。

「顔だけじゃなく耳まで赤いけど大丈夫か？　まぁ、そんなお前も可愛いけど」

　そう言って、うなじにキスをする。

　いとも簡単に脱がされたドレスは、俊一の手によってベッドの下へ、はらりと置かれた。

　上下ともに下着姿になり、いくら相手が俊一とはいえ、恥ずかしさでいっぱいだ。

「なに、緊張してるの？」

「当たり前でしょ……。その……もう何年もご無沙汰だし……」

「大丈夫。優しくするから」

「うん。俊くんも早く脱いでよ……なんか私だけって恥ずかしい」

「じゃあ、杏子が脱がせて？」

　妖艶な目で杏子を見つめる俊一に根負けし、スーツを脱がしていく杏子。ネクタイを外し、シャツも脱がせる。すると、目の前には立派な胸板が姿を現した。

（俊くんって意外と、筋肉質なんだ？　家でも上半身裸は見たことあったけど、こんなまじまじと見たことはなかったから、知らなかった）

「杏子、ちょっとガン見しすぎじゃない？」

「あっ、ごめん！」

「家で見慣れてるだろ？」

　思っていることを言い当てられ、返す言葉もない。そして、下のベルトに手をかけるが……。妙に照れてしまい、なかなか外せないでいる。それを見かねた俊一は――。

「ははっ。下は自分で脱ぐよ。杏子を待ってたら日付が変わってしまいそうだからな」

　なんて言って、さっさと自ら脱いでしまった。

　お互いに下着姿になり、見つめ合う。俊一は、そっと彼女をベッドへ優しく倒して両手を組み敷いた。今まで見たことのないような俊一のまなざしに、胸は高鳴る。そして覆いかぶさると、俊一はキスを落とす。全身を這う指先に、杏子からは何度も甘い吐息がこぼれた。

　初めて結ばれる長い夜は、ふたりにとって最高の時間となった。




　――ピピピッ、ピピピッ。

　携帯電話のアラームで先に目を覚ましたのは、杏子だった。

　昨夜、何度も愛し合った後、一糸まとわぬ姿でふたりで抱きしめ合って眠ったことを思い出し、幸福感に包まれている。隣には、大好きな幼なじみの寝顔。体にはまだ、昨夜愛し合った時の熱が残っているような感覚が残っている。

（そういえば、夕ご飯も食べずに……。それくらいお互いに夢中だったんだよね）

　重い体を起こし、ベッドから降りようとすると、腕を引っ張られまたベッドへと逆戻り。　大好きな腕に捕獲され、そのまま押し倒される。

「おはよう、俊くん」

「おはよう。眠れた？」

「うん、びっくりするくらい眠れた」

「たしかに、イビキかいてたもんな？」

「えっ！　うそ!?」

「うん、嘘」

「もう、俊くん！　そういう嘘は――んっ」

　言い終わる前に、キスで唇を塞がれた。俊一の舌が割り込み、深いキスへと変わっていく。

「んんっ……ふぁ、ん……っ、ふっ」

「杏子から舌を絡ませてみて？」

　コクンと頷くと、俊一の首に腕を回し、積極的に舌を絡ませにいく。

　口蓋を撫で歯裏をなぞり、どんどん深くなっていくと、俊一が体を離した。

「俊くん……？」

「ヤバい。このままだと抱いてしまいそうだ……。続きはまた今夜な」

「……うん」

「なんて顔してんだよ。物足りないって感じだな」

「別にそんなこと……っ」

　心を見透かされたかのように言い当てられ、おどおどする。

　今日は月曜日のため、ふたりとも、いつもと変わらず出勤しなければならない。分かってはいるものの、彼女は残念でならなかった。もう少し余韻に浸りたかったのが正直な気持ち。

「いったん帰るだろ？　着替えに行かないと」

「うん。そうだね」




　始まったばかりのふたりの生活は、昨夜を境に、益々甘いものとなっていった――。
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